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余
暇
の
枢
軸

　
　

―
世
界
厚
生
会
議
と
日
独
文
化
交
流―

 

田
野
大
輔　

　
　
　

１　

は
じ
め
に

　

一
九
三
六
年
七
月
末
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
直
前
の
ナ
チ
・
ド
イ

ツ
で
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
を
会
場
に
八
日
間
に
わ
た
っ
て
第
二
回
世
界
厚
生
会
議
（「
余

暇
と
休
養
の
世
界
会
議 W

eltkongreß für Freizeit und Erholung
」）
が
開
催
さ
れ

た
。「
喜
び
と
平
和
！
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
の
も
と
、
六
一
カ
国
か
ら
約
三
〇
〇
〇

名
の
参
加
者
を
得
て
余
暇
と
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
論
議
し
た
こ
の
会
議

は
、
ド
イ
ツ
が
主
導
す
る
国
際
的
な
余
暇
運
動
の
結
束
点
に
な
る
と
と
も
に
、
ナ
チ

の
余
暇
組
織
「
歓
喜
力
行
団
（
喜
び
を
通
じ
て
の
力
）K

raft durch Freude

」
の
先

進
性
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
舞
台
に
も
な
っ
た
が
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

こ
の
国
際
会
議
が
当
時
ド
イ
ツ
と
関
係
を
深
め
て
い
た
日
本
で
大
き
な
関
心
を
集

め
、
日
本
厚
生
協
会
の
設
立
を
は
じ
め
と
す
る
厚
生
運
動
の
発
展
に
決
定
的
な
影
響

を
与
え
た
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
こ
う
し
た
重
要
な
会
議
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

世
界
厚
生
会
議
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
本
格
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
同
時

代
の
報
告
を
の
ぞ
け
ば
、
会
議
へ
の
言
及
す
ら
き
わ
め
て
少
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
日
独
双
方
の
史
料
に
も
と
づ
い
て
こ
の
会
議
の
経
過
と
意
義
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
と
く
に
日
本
の
関
係
者
が
こ
れ
に
ど
う
関
与
し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ

が
日
本
の
厚
生
運
動
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
考
察
し
、
余
暇
・
リ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
視
点
か
ら
日
独
文
化
交
流
の
一
断
面
を
素
描
し
て
み
た
い
。

　
　
　

２　

喜
び
の
世
界
同
盟

　

ま
ず
世
界
厚
生
会
議
の
前
史
と
経
過
、
そ
の
意
義
を
見
て
い
こ
う
。
二
〇
世
紀

初
頭
、
産
業
技
術
の
進
歩
と
生
産
力
の
増
大
に
よ
る
労
働
時
間
の
短
縮
、
余
暇
時

間
の
増
大
と
い
う
世
界
的
傾
向
に
と
も
な
い
、
と
り
わ
け
国
際
労
働
機
関
に
よ
る

一
九
一
九
年
の
労
働
時
間
条
約
、
お
よ
び
二
四
年
の
余
暇
利
用
勧
告
の
採
択
を
契

機
と
し
て
、
余
暇
の
組
織
化
と
活
用
と
い
う
問
題
へ
の
国
際
的
な
取
り
組
み
が
は
じ

ま
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
半
ば
に
か
け
て
、
何
度
か
散
発
的
に

国
際
会
議
が
開
か
れ
た
が
、
国
際
労
働
機
関
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
な
か
な
か
発
揮

さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
各
国
の
余
暇
運
動
の
関
係
者
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
い
う
国
際
的
運
動
に
協
力
者
を
見
い
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
三
二
年
七
月
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
機
に
、
余
暇
の
問
題
に
関
す
る
最
初
の
国
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際
会
議
（「
第
一
回
国
際
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
会
議 First International R

ecreation 

C
ongress

」）
が
開
か
れ
た
が
、
こ
れ
が
世
界
厚
生
会
議
の
発
端
で
あ
る
。
会
議
は

ア
メ
リ
カ
の
「
国
民
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会 N

ational R
ecreation A

ssociation

」

の
招
請
に
も
と
づ
き
、
四
〇
カ
国
か
ら
約
七
〇
〇
名
の
代
表
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
同
協
会
理
事
グ
ス
タ
ヴ
ス
・
タ
ウ
ン
・
カ
ー
ビ
ー
の
指
導
の
も
と
、
参

加
国
の
代
表
か
ら
な
る
「
国
際
評
議
委
員
会 International A

dvisory C
om

m
ittee / 

Internationales B
eratungskom

itee

」
が
設
立
さ
れ
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
会
議
の
運
営
に
あ
た
っ
た
。
会
議
の
目
的
は
、
世
界
各
国

の
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
の
経
験
を
交
換
し
、
各
国
間
の
友
好
関
係
を
増
進
す
る

こ
と
に
あ
っ
た
が
、
会
議
を
招
請
し
た
国
民
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会
長
ジ
ョ
ゼ

フ
・
リ
ー
は
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
人
間
の
生
活
の
な
か
に
幸
福
の
源
泉
を
探
し
求
め
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
努
力
は
い
か
な
る
国
境
に
も
縛
ら
れ
な
い
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
各
国
民
の
相
違
よ
り
も
古
く
、
か
つ
深
く
一
般
人
間
的
な
も
の

の
な
か
に
根
を
下
ろ
し
て
い
る
。
各
国
民
は
歌
、
演
劇
、
芸
術
を
有
し
、
真

理
と
理
解
へ
の
独
自
の
道
を
有
し
て
い
る
。
各
国
民
は
そ
の
独
自
性
の
し
る

し
と
し
て
旗
を
有
し
、
全
人
類
の
福
祉
の
た
め
に
特
別
の
寄
与
を
し
て
い

る
」。

　

会
議
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
各
国
代
表
の
意
見
を
発
表
す
る
総
会
、
特
定
問
題
を

論
究
す
る
部
会
、
各
種
の
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
演
、
福
利
施
設
の
視
察
・
見
学

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
会
議
の
議
題
は
広
範
に
わ
た
り
、
と
り
わ
け
国
民
の
体

育
・
保
健
の
問
題
、
市
町
村
等
に
よ
る
福
利
厚
生
施
設
の
改
善
・
拡
充
の
問
題
、
失

業
者
の
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
な
ど
が
論
議
さ
れ
た
。
会
議
の
決
議
で
は
、
各

国
政
府
に
有
意
義
な
余
暇
形
成
の
必
要
と
意
義
を
訴
え
る
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
、

さ
ら
に
「
国
際
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
会
議
」
を
恒
常
的
な
制
度
と
し
て
維
持
し
、
次

回
の
会
議
を
一
九
三
六
年
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
前
に
開
催
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
決
定
に
も
と
づ
き
、
会
議
の
組
織
を
引
き
受
け
た
の
は
歓
喜
力
行
団
、
お

よ
び
ド
イ
ツ
労
働
戦
線
で
あ
り
、
そ
の
指
導
者
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ラ
イ
は
、
ヴ
ァ
ル

タ
ー
・
レ
ン
ト
マ
イ
ス
タ
ー
を
委
員
長
と
す
る
「
ド
イ
ツ
組
織
委
員
会 D

eutscher 

O
rganisationsausschuß

」
に
会
議
の
準
備
・
進
行
を
委
託
し
た
。
一
九
三
五
年
末

以
降
、
同
委
員
会
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
政
府
と
密
接
に
協
議
し
な
が
ら
、
各
種
会
議
、

展
覧
会
、
パ
レ
ー
ド
、
民
族
祭
、
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
準
備
を
進
め
た
。
国

際
評
議
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
一
九
三
二
年
の
会
議
の
際
と
同
様
、
カ
ー
ビ
ー

委
員
長
の
も
と
、
ベ
ル
ギ
ー
代
表
バ
イ
エ=

ラ
ト
ゥ
ー
ル
、
ド
イ
ツ
代
表
レ
ー
ヴ

ァ
ル
ト
ら
が
加
わ
っ
て
い
た
が
、
レ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
は
後
に
労
働
戦
線
幹
部
の
ク
ラ
ウ

ス
・
ゼ
ル
ツ
ナ
ー
に
交
替
し
た
。
ま
た
、
会
議
の
名
誉
総
裁
に
は
総
統
代
理
ル
ド
ル

フ
・
ヘ
ス
が
指
名
さ
れ
、
名
誉
議
長
に
は
カ
ー
ビ
ー
、
ラ
イ
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
、
バ
イ

エ=

ラ
ト
ゥ
ー
ル
、
名
誉
委
員
会
に
は
幾
多
の
ナ
チ
党
領
袖
が
名
を
連
ね
た
。
会
議

の
目
的
は
前
回
と
同
様
に
、
各
国
の
余
暇
運
動
の
相
互
連
絡
を
は
か
り
、
国
際
的
な

協
調
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
今
回
の
会
議
で
は
、
ド
イ
ツ
の
余
暇
形
成
を

担
う
歓
喜
力
行
団
の
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
が
っ
て
、
余
暇
の
喜
び
を
通
じ
た
労
働
力
の

再
生
、
と
く
に
労
働
者
の
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
力
点
が
お
か
れ
た
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
当
時
ド
イ
ツ
を
視
察
に
訪
れ
て
い
た
磯
村
英
一
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

る
。

「
右
会
議
は
、
余
暇
お
よ
び
慰
安
が
人
生
一
般
、
こ
と
に
労
働
者
、
青
少
年

お
よ
び
婦
人
の
日
常
生
活
に
重
大
の
意
義
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
、
こ
れ
を
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情
操
陶
冶
、
身
体
鍛
錬
の
機
会
と
し
て
善
用
し
、
も
っ
て
社
会
生
活
お
よ
び

人
生
に
た
い
す
る
親
和
と
喜
悦
と
を
喚
起
昂
揚
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
こ

の
事
業
を
通
じ
各
国
民
間
に
協
力
友
好
の
紐
帯
を
強
化
し
、
世
界
平
和
、
人

類
福
祉
の
増
進
を
計
る
見
地
よ
り
、
各
国
に
お
け
る
厚
生
運
動
の
現
状
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、
将
来
各
国
が
等
し
く
執
り
う
べ
き
指
導
お
よ
び
実
行
方

法
を
考
究
す
る
に
あ
っ
た
」。

　

会
議
は
一
九
三
六
年
七
月
二
三
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
の
八
日
間
の
日
程
で
、
各
種

の
報
告
や
討
議
と
並
行
し
て
、
連
日
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
の
実
演
、
ス
ポ
ー
ツ
競

技
、
パ
レ
ー
ド
、
民
族
祭
、
展
覧
会
、
福
利
施
設
の
視
察
・
見
学
な
ど
が
行
わ
れ

た
。
会
議
の
主
要
議
題
は
、
①
一
般
的
問
題
（
余
暇
の
利
用
に
つ
い
て
公
的
措
置

を
と
る
べ
き
か
、
私
的
措
置
に
委
ね
る
べ
き
か
、
余
暇
・
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
国

民
経
済
的
意
義
、
余
暇
利
用
運
動
の
特
質
お
よ
び
組
織
形
態
）、
②
労
働
と
の
関
係

（
余
暇
と
労
働
の
基
本
的
関
係
、
雇
用
主
の
従
業
員
に
た
い
す
る
福
利
施
設
、
職
場

お
よ
び
住
宅
の
問
題
、
週
末
休
暇
の
利
用
と
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
、
労
働
者

に
た
い
す
る
体
育
の
意
義
）、
③
家
族
と
の
関
係
（
婦
人
お
よ
び
青
少
年
の
余
暇
、

自
然
的
環
境
の
影
響
）、
④
社
会
と
の
関
係
（
労
働
と
芸
術
・
文
化
と
の
関
係
、
国

民
文
化
と
の
関
係
、
人
道
お
よ
び
世
界
平
和
の
た
め
の
運
動
）
な
ど
で
あ
り
、
各
国

代
表
は
こ
れ
ら
の
議
題
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、
特
定
問
題
の
考
究
の
た
め
に
部
会

を
開
い
て
討
議
を
行
っ
た
。

　

七
月
二
三
日
、
世
界
厚
生
会
議
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
音
楽
堂
で
開
会
し
、
ヘ
ス
、
ラ

イ
、
カ
ー
ビ
ー
、
レ
ン
ト
マ
イ
ス
タ
ー
な
ど
が
式
辞
を
述
べ
た
。
会
議
の
議
長
に
は

ラ
イ
が
指
名
さ
れ
、「
喜
び
は
諸
国
民
の
相
互
理
解
の
た
め
の
最
善
の
方
法
で
あ
る
」

と
い
う
声
明
を
行
っ
た
。
開
会
に
際
し
て
は
、
会
議
が
「
諸
国
民
の
相
互
理
解
と
平

和
な
協
力
」
に
寄
与
す
る
こ
と
に
期
待
を
示
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
の
祝
電
も
読
み
上
げ
ら

れ
た
。
翌
二
四
日
お
よ
び
二
五
日
の
両
日
は
総
会
で
各
国
代
表
の
報
告
が
行
わ
れ
、

二
七
日
か
ら
二
九
日
ま
で
の
三
日
間
は
七
部
会
で
個
別
問
題
に
つ
い
て
の
討
議
が
行

わ
れ
た
。
総
会
で
は
一
九
の
報
告
、
部
会
で
は
一
二
二
の
報
告
が
行
わ
れ
た
が
、
そ

の
う
ち
六
一
の
報
告
が
ド
イ
ツ
代
表
に
よ
る
も
の
で
、
会
議
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
主

導
的
役
割
は
明
白
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
ド
イ
ツ
の
報
告
者
の
な
か
に
は
社
会
政
策

に
か
か
わ
る
重
要
人
物
が
含
ま
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
歓
喜
力
行
団
指
導
者
ホ
ル
ス

ト
・
ド
レ
ス
ラ
ー=

ア
ン
ド
レ
ス
の
「
余
暇
形
成
の
文
化
的
使
命
」
に
つ
い
て
の
報

告
、
帝
国
婦
人
指
導
者
ゲ
ア
ト
ル
ー
ト
・
シ
ョ
ル
ツ=

ク
リ
ン
ク
の
「
婦
人
の
余

暇
」
に
つ
い
て
の
報
告
、
労
働
戦
線
社
会
局
長
フ
ラ
ン
ツ
・
メ
ン
デ
の
「
週
末
」
に

つ
い
て
の
報
告
な
ど
が
特
筆
さ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
個
別
問
題
を
考
究
し
た
七
部
会
の
決
議
は
漠
然
と
し
た
目
標
に
と
ど

ま
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
た
と
え
ば
余
暇
形
成
に
は
「
最
大
限
広
範
な
国
民
層
の

参
加
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、「
真
の
労
働
の
喜
び
」
や
「
仕
事
へ
の
愛
」
を
育
成

す
べ
き
こ
と
、「
外
国
へ
の
旅
行
」
を
奨
励
す
べ
き
こ
と
、
青
少
年
の
「
調
和
的
な

育
成
と
鍛
錬
」
を
重
視
す
べ
き
こ
と
、「
労
働
が
余
暇
の
喜
び
に
よ
っ
て
、
余
暇
が

労
働
の
力
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る
」
べ
き
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ

っ
た
。
実
質
的
な
内
容
を
と
も
な
っ
て
い
た
の
は
む
し
ろ
、
三
〇
日
の
最
終
総
会
で

採
択
さ
れ
た
国
際
評
議
委
員
会
の
次
の
四
点
の
一
般
決
議
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①

国
際
評
議
委
員
会
委
員
長
に
グ
ス
タ
ヴ
ス
・
タ
ウ
ン
・
カ
ー
ビ
ー
、
同
事
務
総
長
に

ア
ル
ト
ゥ
ー
ア
・
マ
ン
タ
イ
を
選
任
す
る
こ
と
、
②
ベ
ル
リ
ン
に
中
央
事
務
局
を

設
立
し
、
同
局
に
余
暇
お
よ
び
慰
安
問
題
の
研
究
所
を
付
設
す
る
こ
と
、
会
議
議
長

ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ラ
イ
が
中
央
事
務
局
長
を
任
命
し
、
か
つ
必
要
な
細
目
を
定
め
る
こ

と
、
③
ど
の
国
に
も
国
際
評
議
委
員
会
に
参
加
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
④

次
回
の
会
議
を
一
九
三
八
年
に
ロ
ー
マ
で
開
催
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

会
議
の
閉
会
に
あ
た
っ
て
、
宣
伝
大
臣
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
演
説
し
、「
余
暇
と
休
養
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は
人
々
に
憐
憫
や
同
情
か
ら
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
高
い
国
家
的
必
要
と

よ
り
高
い
国
家
的
モ
ラ
ル
の
理
性
に
も
と
づ
く
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴

え
、「
国
家
の
安
定
は
武
器
で
は
な
く
、
国
民
の
心
に
こ
そ
依
存
す
る
」
も
の
で
あ

り
、
国
家
の
支
柱
は
国
民
の
幸
福
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
さ
ら
に
ゲ
ッ
ベ
ル
ス

は
、
労
働
者
の
余
暇
を
組
織
化
し
た
歓
喜
力
行
団
が
ド
イ
ツ
を
再
生
し
、「
今
日
で

は
全
ド
イ
ツ
国
民
が
こ
の
力
と
喜
び
に
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
」、
そ
し
て
今
回
の

会
議
の
成
果
が
広
く
普
及
・
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
各
国
代
表
が
「
各
国
民
の
平
和
と

幸
福
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
働
き
、
生
き
、
闘
う
」
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
閉
会

宣
言
を
行
っ
た
の
は
議
長
の
ラ
イ
で
、
彼
は
「
喜
び
と
労
働
」
か
ら
「
諸
国
民
の
平

和
」
が
生
じ
る
こ
と
に
期
待
を
示
す
と
と
も
に
、「
諸
国
民
の
文
明
と
文
化
を
維
持

し
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
に
破
壊
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
」
に
闘
う
必
要
を
力

説
し
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
「
ジ
ー
ク
・
ハ
イ
ル
」
で
演
説
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

会
議
の
反
響
は
大
き
く
、
参
加
者
は
膨
大
な
数
に
達
し
た
。
新
聞
報
道
に
よ
れ

ば
、
パ
レ
ー
ド
の
見
物
客
だ
け
で
一
五
〇
万
人
、
そ
の
う
ち
外
国
客
は
八
〇
万
人
で

あ
っ
た
と
い
う
。
訪
独
中
の
磯
村
に
よ
れ
ば
、
会
議
は
「
空
前
の
大
成
功
裡
に
終

止
」
し
、「
ま
さ
に
旭
日
昇
天
の
勢
に
あ
る
」
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
こ
の

成
功
に
感
銘
を
受
け
た
バ
イ
エ=

ラ
ト
ゥ
ー
ル
は
、「
も
は
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
が
世
界
厚
生
会
議
の
特
別
委
員
会
に
援
助
を
与
え
る
必
要
な
き
こ
と
を
欣
快
と

し
、
ま
た
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
期
待
せ
る
以
上
の
こ
と
を
、
世
界
厚
生
会

議
は
な
し
、
ま
た
将
来
な
し
う
る
こ
と
を
確
信
せ
り
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に

ド
イ
ツ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
た
い
し
て
も
、
各
国
政
府
や
関
係
団
体
の
代
表
か
ら

共
感
と
賞
賛
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
と
く
に
カ
ー
ビ
ー
は
、
ド
イ
ツ
が
「
世
界
の

諸
国
民
」
に
「
討
論
の
た
め
に
集
ま
る
機
会
を
与
え
た
こ
と
」
に
感
謝
を
表
明
し
、

「
各
国
政
府
が
こ
の
会
議
か
ら
学
ぶ
」
よ
う
期
待
す
る
と
と
も
に
、「
ナ
チ
ズ
ム
が
諸

国
民
の
相
互
理
解
に
奉
仕
」
し
、
歓
喜
力
行
団
に
よ
っ
て
正
し
い
道
を
示
し
た
こ

と
を
賞
賛
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
労
働
に
た
い
す
る
喜
び
と
余
暇
に
お
け
る
喜
び
」

こ
そ
、
社
会
的
対
立
を
解
消
し
、
諸
国
民
の
相
互
理
解
を
深
め
る
の
で
あ
り
、
こ
の

「
内
外
の
平
和
を
促
進
す
る
理
想
」
は
、
ま
さ
に
歓
喜
力
行
団
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ

た
の
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
賛
辞
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
会
議
が
世
界
に
発
し
た
最
大
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
、
余
暇
形
成
の
領
域
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
模
範
的
な
役
割
で
あ
り
、
と

り
わ
け
歓
喜
力
行
団
の
輝
か
し
い
成
果
が
、
世
界
の
余
暇
運
動
の
発
展
に
指
針
を
与

え
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
ド
レ
ス
ラ
ー=

ア
ン
ド
レ
ス
は
こ
の
点
を
強
調
し
て
、

図１　世界厚生会議で演説するローベルト・ライ
（Freude und Arbeit, 1. Jg. H. 1, S. 29.）
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「
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
近
年
の
国
際
的
な
余
暇
活
動
が
と
く
に

ド
イ
ツ
の
余
暇
組
織
、
ナ
チ
共
同
体
『
歓
喜
力
行
団
』
の
成
果
に
よ
っ
て
、
着
々
と

進
展
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」
と
自
画
自
賛
し
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
留
学
中
の
保
科

胤
も
ま
た
、
歓
喜
力
行
団
の
「
徹
底
し
た
組
織
と
充
実
し
た
施
設
」
を
「
さ
す
が
全

体
主
義
、
統
制
経
済
の
国
な
ら
で
は
と
肯
か
せ
る
に
足
る
優
秀
な
も
の
」
と
評
価

し
、
同
団
が
会
議
で
「
指
導
的
役
割
を
演
じ
、
世
界
各
国
を
前
に
し
て
断
然
気
を

は
い
た
こ
と
」
に
感
銘
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。
会
議
の
中
央
事
務
局
を
ベ
ル
リ
ン

に
お
く
と
い
う
決
定
は
、
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
主
導
性
に
相
応
し
た
も
の
と
い
え
よ

う
。
だ
が
他
方
で
ナ
チ
ズ
ム
は
、
そ
の
覇
権
的
野
望
へ
の
他
国
の
懸
念
を
払
拭
し
よ

う
と
、
会
議
を
世
界
平
和
に
奉
仕
さ
せ
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
ラ

イ
い
わ
く
、「
わ
れ
わ
れ
の
理
念
を
他
の
諸
国
民
に
押
し
つ
け
る
つ
も
り
は
な
い
。

ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
が
何
度
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
の
理
念
は
け
っ
し
て
輸

出
品
で
は
な
い
の
だ
」。
か
く
し
て
「
喜
び
と
平
和
！
」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
り
、

諸
国
民
の
相
互
理
解
と
国
際
協
調
の
必
要
が
唱
え
ら
れ
た
が
、
そ
う
し
た
平
和
へ
の

意
志
の
表
明
は
「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
と
の
闘
争
」、
す
な
わ
ち
余
暇
の
問
題
を
め
ぐ
る
国

際
的
な
協
力
関
係
構
築
に
消
極
的
な
国
際
連
盟
、
お
よ
び
国
際
労
働
機
関
へ
の
異
議

申
し
立
て
を
含
ん
で
い
た
。
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
こ
の
新
た
な
「
喜
び
の
世
界
同

盟
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
反
共
産
主
義
を
旗
印
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
後
の
会
議

開
催
国
に
イ
タ
リ
ア
と
日
本
が
名
乗
り
を
上
げ
た
よ
う
に
、
結
局
は
日
独
伊
三
国
防

共
協
定
、
お
よ
び
三
国
軍
事
同
盟
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
　
　

３　

日
本
の
顔

　

そ
れ
で
は
日
本
の
関
係
者
は
こ
の
会
議
に
ど
う
関
与
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
目

を
引
く
の
は
、
日
本
政
府
の
対
応
が
非
常
に
遅
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
保
科
胤
が
記

し
て
い
る
よ
う
に
、「
顧
み
れ
ば
一
九
三
六
年
七
月
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
第
二

回
世
界
厚
生
会
議
に
た
い
し
て
は
、
わ
が
日
本
側
に
何
ら
の
準
備
も
な
く
、
参
加
は

ホ
ン
の
間
に
合
わ
せ
の
程
度
で
あ
っ
た
」。
日
本
の
外
務
省
の
文
書
に
よ
る
と
、
ド

イ
ツ
大
使
館
か
ら
外
務
省
に
会
議
へ
の
招
待
状
が
届
い
た
の
が
六
月
初
旬
と
か
な
り

遅
く
、
日
本
側
は
陣
容
を
整
え
て
代
表
を
派
遣
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
側
も
そ
の
点
は
承
知
し
て
い
て
、
日
本
政
府
に
公
式
代
表
の
派

遣
を
要
請
す
る
と
同
時
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
派
遣
さ
れ
る
官
僚
を
代
表
に
任
命
す

る
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
意
向
は
外
務
省
か
ら
文
部
省
へ
伝
達
さ
れ
、

文
部
省
は
よ
う
や
く
七
月
一
一
日
に
な
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
訪
問
中
の
数
名
を
「
差
し

支
え
な
い
か
ぎ
り
」
日
本
代
表
と
し
て
会
議
に
出
席
さ
せ
る
よ
う
、
ベ
ル
リ
ン
の
日

本
大
使
館
に
連
絡
す
る
と
い
っ
た
次
第
で
あ
っ
た
。
そ
の
数
名
と
は
、
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
の
嘉
納
治
五
郎
と
副
島
道
正
、
日
本
選
手
団
団
長
の
平
沼
亮
三
、
体
操

競
技
総
監
督
の
大
谷
武
一
、
文
部
省
体
育
官
の
栗
本
義
彦
、
日
本
選
手
団
役
員
の

斎
藤
一
男
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
が
実
際
に
会
議
に
出
席
し
た
の
か
、
出
席
し
た
と
し

て
ど
ん
な
活
動
を
し
た
の
か
は
、
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
が
発
行
し
た

会
議
の
報
告
書
に
は
彼
ら
の
名
前
は
見
い
だ
せ
ず
、
唯
一
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

日
本
人
は
「D

r. phil. Junyu K
itayam

a

」
な
る
人
物
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
肩
書
は

「
在
ベ
ル
リ
ン
日
本
学
会
副
主
事 Stellvertretender japanischer Leiter des Japan-

Instituts, B
erlin

」
と
な
っ
て
い
て
、
会
議
で
は
国
際
評
議
委
員
会
の
日
本
代
表
を

つ
と
め
、
総
会
と
部
会
で
三
回
の
報
告
を
行
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
文
部
省
が

任
命
し
た
代
表
数
名
で
は
な
く
、
こ
の
人
物
が
「
日
本
の
顔
」
の
役
割
を
は
た
し
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
「D

r. phil. Junyu K
itayam

a

」
こ
と
北
山
淳
友
は
、
一
九
〇
二
年
に
静
岡
県
に
生

ま
れ
、
大
正
大
学
を
卒
業
後
、
二
五
年
か
ら
浄
土
宗
の
派
遣
留
学
生
と
し
て
ド
イ
ツ

に
留
学
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
や
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
な
ど
で
仏
教
哲
学
の
研
究
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に
従
事
し
、
三
五
年
に
博
士
号
を
取
得
、
三
六
年
ま
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
で
日

本
語
・
日
本
文
化
（
と
く
に
日
本
仏
教
）
の
講
師
を
つ
と
め
て
い
た
。
外
務
省
の
文

書
に
よ
る
と
、「
同
人
の
講
義
は
日
本
精
神
の
宣
揚
を
主
眼
と
し
、
熱
心
な
る
聴
講

者
十
数
名
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
同
人
が
時
折
行
う
日
本
に
関
す
る
時
事
問
題
の
講
演

も
相
当
興
味
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
、
相
当
の
成
績
を
挙
げ
て
」
お
り
、「
本
邦
国
際

文
化
事
業
達
成
上
効
果
顕
著
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
北
山
は
外
務
省
か
ら
国
際

文
化
事
業
費
の
助
成
を
受
け
て
お
り
、
日
本
大
使
館
を
通
じ
て
毎
月
補
助
金
を
支
給

さ
れ
て
い
た
。
三
〇
年
代
半
ば
以
降
、
彼
は
ド
イ
ツ
各
地
で
頻
繁
に
日
本
文
化
に
関

す
る
講
演
を
行
う
が
、
そ
の
活
動
が
外
務
省
に
注
目
さ
れ
、
世
界
厚
生
会
議
へ
の
派

遣
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

北
山
が
会
議
で
行
っ
た
三
回
の
報
告
は
、「
日
本
に
お
け
る
余
暇
と
休
養
の
問

題
」、「
日
本
女
性
と
余
暇
」、「
日
本
の
学
校
制
度
」
と
い
う
題
目
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
う
ち
総
会
で
行
わ
れ
た
最
初
の
報
告
が
内
容
的
に
最
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
報
告

の
な
か
で
、
北
山
は
「
喜
び
を
通
じ
て
の
力
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
に
表
現
さ
れ
た

労
働
と
余
暇
の
理
念
に
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
日
本
人
に
は
そ
の
民
族
的
特
性
と

二
〇
〇
〇
年
の
伝
統
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
独
自
の
見
解
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。「
生

活
の
享
受
」
と
い
う
個
人
主
義
的
な
観
念
は
、
家
族
を
核
と
す
る
日
本
人
の
生
活
に

は
な
じ
ま
ず
、
日
本
で
は
む
し
ろ
「
か
せ
ぐ
に
追
い
つ
く
貧
乏
な
し
」
と
い
う
見
解

が
支
配
的
で
、
余
暇
と
休
養
も
「
創
造
的
な
休
息
」
に
す
ぎ
な
い
。
日
本
の
祝
祭
日

を
規
定
し
て
い
る
の
は
古
来
か
ら
伝
わ
る
陰
暦
で
、
宗
教
的
・
国
家
的
な
意
味
を

帯
び
て
い
る
。
北
山
は
正
月
、
花
見
、
盆
な
ど
の
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

祝
祭
が
個
々
人
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
つ
ね
に
共
同
体
に
よ
っ
て
祝
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
強
調
す
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
仕
事
は
個
々
人
の
生
活
の
た
め
に
あ
る
の
で
は

な
く
、「
天
皇
と
国
家
へ
の
奉
仕
」
と
い
う
崇
高
な
意
味
を
も
っ
て
お
り
、
祝
祭
も

ま
た
個
々
人
で
は
な
く
、
家
族
全
員
、
ひ
い
て
は
国
民
全
員
で
祝
う
べ
き
喜
び
で
あ

る
。
日
本
人
は
仕
事
の
後
に
家
族
と
過
ご
す
の
が
普
通
で
あ
り
、
家
族
と
離
れ
て
暮

ら
す
場
合
で
も
、
職
場
共
同
体
が
家
族
の
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
古
来

の
家
族
精
神
が
息
づ
い
て
お
り
、
こ
れ
が
マ
ル
ク
ス
主
義
の
破
壊
的
な
影
響
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
日
本
人
の
生
活
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
資
本
主
義
の
諸
問
題

も
ま
た
日
本
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
方
で
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
北
山
は
次

の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
。

「
労
働
は
祝
祭
日
に
礼
拝
的
に
祝
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
労
働
か
ら
の
休
養

を
確
保
す
る
と
同
時
に
、
伝
統
的
な
国
家
を
独
自
の
法
則
を
保
つ
有
機
体
と

し
て
、
現
代
の
技
術
・
経
済
の
文
明
的
な
影
響
に
抗
し
て
世
界
経
済
・
文
化

の
営
み
の
な
か
で
存
続
・
繁
栄
さ
せ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」。

　

宗
教
的
伝
統
を
重
ん
じ
る
仏
教
哲
学
者
ら
し
い
内
容
だ
が
、
国
際
会
議
で
の
報
告

と
い
う
性
格
を
考
え
る
と
、
北
山
が
ド
イ
ツ
の
模
範
的
な
役
割
を
ほ
と
ん
ど
認
め
て

お
ら
ず
、
む
し
ろ
多
文
化
主
義
に
近
い
立
場
か
ら
日
本
独
自
の
余
暇
の
あ
り
方
を
提

図２　報告を行う北山淳友
（Freude und Arbeit, 1. Jg. H. 1, S. 28.）
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起
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
後
進
性
を
強
調
し
て
い

た
他
の
日
本
人
関
係
者
の
見
解
と
く
ら
べ
る
と
、
な
お
の
こ
と
際
立
つ
。
た
と
え

ば
、
当
時
ド
イ
ツ
留
学
中
で
歓
喜
力
行
団
の
活
動
を
見
聞
し
て
い
た
保
科
胤
は
、
各

国
の
厚
生
運
動
が
そ
の
国
情
に
即
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
め

つ
つ
も
、
わ
が
国
の
現
状
が
「
い
ま
だ
少
な
か
ら
ず
不
十
分
、
不
徹
底
の
憾
み
が
あ

る
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
現
在
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
故
を
温
め
新
し
き
を
知
り
、
大
い
に
日
本
的
性

格
の
登
場
を
図
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
と
と
も
に
ま
た
、
す
で
に
我
国
よ

り
も
は
る
か
に
充
実
し
た
組
織
を
有
し
、
如
実
に
偉
大
な
業
績
を
挙
げ
て
、

わ
れ
わ
れ
に
貴
重
な
示
唆
を
与
え
る
欧
米
諸
国
の
施
設
を
十
分
に
参
酌
し
、

彼
の
長
を
採
り
、
我
の
短
を
補
っ
て
我
国
風
の
も
と
め
る
と
こ
ろ
に
活
用
す

る
こ
と
が
多
い
に
必
要
か
つ
有
効
な
途
で
あ
ろ
う
」。

　

保
科
は
一
九
〇
二
年
に
長
野
県
に
生
ま
れ
、
京
都
帝
国
大
学
を
卒
業
後
、
三
二
年

か
ら
三
八
年
ま
で
ド
イ
ツ
で
経
済
・
社
会
・
労
働
政
策
の
研
究
に
従
事
し
、
後
に
日

本
の
厚
生
運
動
の
発
展
に
尽
力
す
る
こ
と
に
な
る
人
物
で
あ
る
。

　

日
本
の
後
進
性
を
認
め
る
発
言
は
、
ド
イ
ツ
の
媒
体
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

な
か
で
も
、
世
界
厚
生
会
議
の
中
央
事
務
局
が
発
行
し
て
い
た
雑
誌
『
喜
び
と
仕

事
』
に
は
、「D

r. N
oischike

」
な
る
日
本
人
留
学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
全
般
に
わ
た
っ
て
ド
イ
ツ
の
取
り
組
み
へ
の

賛
辞
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
人
物
は
、
交
換
留
学
生
と
し
て
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
で

社
会
学
を
学
び
、
そ
の
後
ベ
ル
リ
ン
に
移
っ
て
在
独
日
本
人
会
主
事
を
つ
と
め
る
と

と
も
に
、「
新
生
ド
イ
ツ
を
根
本
か
ら
知
る
た
め
に
」
ド
イ
ツ
政
治
大
学
で
学
ん
で

い
た
野
一
色
利
衛
で
あ
る
。
彼
は
ナ
チ
の
主
張
さ
な
が
ら
に
、
社
会
問
題
の
解
決
が

賃
金
問
題
の
解
決
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、「
労
働
者
の
生
活
水
準
」
を

向
上
さ
せ
る
必
要
を
指
摘
し
、「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
共
同
体
『
歓
喜
力
行
団
』
の
設

立
は
、
賃
金
上
昇
な
し
に
労
働
者
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
方
法
、
つ
ま
り
随
伴
現
象

を
も
た
ら
さ
な
い
方
法
で
あ
る
」
と
、
ほ
と
ん
ど
手
放
し
で
賞
賛
し
て
い
る
。
こ
れ

に
た
い
し
て
、
日
本
の
取
り
組
み
は
遅
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
貧
富
の
差
が
大
き

く
、
労
働
者
の
生
活
水
準
が
低
い
が
、
そ
れ
は
労
働
法
が
未
熟
で
、
余
暇
が
組
織
化

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
日
本
人
は
と
て
も
勤
勉
だ
が
、
彼
ら
に
お
い
て
も

よ
り
良
い
成
果
を
生
み
だ
す
た
め
に
は
、『
歓
喜
力
行
団
』
の
よ
う
な
制
度
が
望
ま

し
い
」。
日
本
の
会
社
で
は
社
員
旅
行
や
運
動
会
が
行
わ
れ
、
社
宅
や
寮
を
も
つ
工

場
も
多
い
が
、
ド
イ
ツ
に
く
ら
べ
る
と
社
会
政
策
が
未
発
達
で
あ
り
、
余
暇
の
問
題

へ
の
理
解
を
喚
起
す
る
必
要
が
あ
る
と
野
一
色
は
い
う
。「
労
働
者
問
題
に
関
し
て

は
、
わ
れ
わ
れ
は
ド
イ
ツ
か
ら
非
常
に
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」。
ド

イ
ツ
の
先
進
性
を
承
認
す
る
野
一
色
の
見
解
は
、
日
本
文
化
の
独
自
性
を
強
調
す
る

北
山
の
立
場
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
結
論
の
一
部
を
先
取
り
し
て
い
え
ば
、
こ
の
両

極
が
そ
の
後
の
日
本
の
厚
生
運
動
を
特
徴
づ
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

４　

幻
の
日
本
開
催

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
進
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
公
的
な
場
で
発
言
を
し
た
北
山
や

野
一
色
と
は
別
に
、
世
界
厚
生
会
議
を
視
察
し
て
関
係
者
と
協
議
し
、
日
本
の
厚
生

運
動
の
礎
を
築
い
た
官
僚
の
存
在
に
も
、
言
及
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の

人
物
こ
そ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
招
致
に
と
も
な
う
諸
般
の
調
査
の
た
め
ド
イ
ツ

を
訪
問
し
て
い
た
東
京
市
職
員
の
磯
村
英
一
で
あ
る
。
市
長
代
理
と
し
て
ヒ
ト
ラ
ー

に
も
謁
見
し
た
彼
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
視
察
と
並
行
し
て
厚
生
会
議
の
調
査

と
各
方
面
の
連
絡
に
奔
走
し
、
後
に
そ
の
成
果
を
『
厚
生
運
動
概
説
』
に
ま
と
め
る
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こ
と
に
な
る
。
磯
村
は
ま
た
、
第
四
回
世
界
厚
生
会
議
を
日
本
に
招
致
す
べ
く
、
国

際
評
議
委
員
会
事
務
総
長
の
マ
ン
タ
イ
と
も
会
談
し
、
①
一
九
三
八
年
の
ロ
ー
マ
大

会
に
日
本
か
ら
正
式
代
表
を
送
る
こ
と
、
②
ロ
ー
マ
大
会
に
日
本
の
開
催
都
市
か
ら

見
学
者
を
送
る
こ
と
、
③
東
京
市
で
開
催
不
可
能
な
場
合
は
他
の
都
市
を
選
定
し
、

ロ
ー
マ
大
会
で
報
告
す
る
こ
と
、
④
ロ
ー
マ
大
会
後
マ
ン
タ
イ
が
日
本
を
訪
問
し
、

会
議
の
準
備
に
つ
い
て
相
談
す
る
こ
と
の
四
点
で
合
意
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
郊
外
ヴ
ァ

ン
ゼ
ー
湖
畔
で
行
わ
れ
た
こ
の
会
談
で
は
、
日
本
の
家
族
制
度
の
特
徴
に
も
話
が
及

び
、
欧
米
の
個
人
主
義
的
な
風
潮
と
は
異
な
り
、
日
本
で
は
家
族
が
厚
生
運
動
の
中

心
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
磯
村
が
説
明
す
る
と
、
マ
ン
タ
イ
は
そ
う
し
た
特
徴

の
あ
る
日
本
の
社
会
を
全
世
界
の
厚
生
運
動
研
究
者
に
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
熱
望
し

た
と
い
う
。
こ
の
あ
た
り
の
や
り
と
り
か
ら
、
磯
村
の
見
解
が
先
述
の
北
山
の
立
場

に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
が
、
後
に
彼
が
行
っ
た
発
言
に
は
、
そ
の
点
が
い
っ
そ
う
明

確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「
現
在
日
本
の
家
族
制
度
と
、
そ
れ
か
ら
こ
の
厚
生
運
動
と
の
間
に
お
い
て

は
相
当
な
相
剋
が
あ
り
、
か
つ
摩
擦
が
あ
っ
て
後
に
私
は
は
じ
め
て
進
路
が

見
い
だ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
確
信
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

…
…
『
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
運
動
と
い
う
も
の
が
、
あ
く
ま
で
も
従
来
の

家
族
制
度
を
中
心
に
い
た
し
ま
し
て
、
な
お
か
つ
そ
の
根
源
を
な
す
と
こ
ろ

の
敬
神
崇
祖
の
念
を
中
心
に
し
た
と
こ
ろ
の
方
向
に
進
む
べ
き
も
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
第
一
点
で
あ
り
ま
す
」。

　

日
本
に
帰
国
後
、
磯
村
は
東
京
市
文
書
課
長
と
し
て
、
世
界
厚
生
会
議
の
開
催
に

向
け
た
組
織
づ
く
り
に
邁
進
す
る
。
一
九
三
八
年
一
月
、
彼
は
厚
生
運
動
の
事
情
に

詳
し
い
日
本
基
督
教
青
年
会
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
主
事
の
ラ
ッ
セ
ル
・
Ｌ
・
ダ
ー
ギ
ン
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
所
管
す
る
東
京
市
秘
書
課
長
の
草
間
時
光
、
公
園
課
長
の
井
下
清

と
と
も
に
東
京
で
会
合
を
開
き
、
会
議
開
催
の
た
め
に
は
ま
ず
国
内
協
会
の
結
成
が

先
決
で
あ
る
と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
の
助
力
を
仰
ぐ
と
と
も
に
、
関

東
学
院
教
授
の
白
山
源
三
郎
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
理
事
の
吉
阪
俊
三
な
ど
の
協
力

も
得
て
、
厚
生
運
動
の
全
国
的
統
一
団
体
設
立
の
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

会
合
は
数
回
開
か
れ
、
そ
の
席
で
「
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
に
か
わ
る
呼
称
と
し
て

「
厚
生
運
動
」
の
語
が
選
ば
れ
た
と
い
う
。
一
九
四
〇
年
の
会
議
開
催
地
を
決
定
す

る
第
三
回
ロ
ー
マ
大
会
が
六
月
に
迫
り
、
そ
の
た
め
に
も
協
会
設
立
の
緊
要
性
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
厚
生
省
当
局
の
積
極
的
な
支
援
を
得
て
、
四
月
末
に
は
日
本

厚
生
協
会
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
協
会
は
、
厚
生
省
体
力
局
体
育
課
内

に
事
務
所
を
お
き
、
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
関
係
諸
団
体
の
監
督
を
行
う
と
と
も
に
、

会
長
に
東
京
商
工
会
議
所
会
頭
の
伍
堂
卓
雄
、
理
事
に
厚
生
省
体
力
局
長
の
児
玉
政

介
、
労
働
局
長
の
成
田
一
郎
、
体
育
課
長
の
村
田
五
郎
ら
を
迎
え
、
厚
生
省
の
外
郭

団
体
と
し
て
の
性
格
を
強
く
し
て
い
た
。
会
則
に
よ
れ
ば
、
協
会
の
目
的
は
「
国
民

の
日
常
生
活
を
刷
新
し
、
と
く
に
余
暇
の
善
用
に
よ
り
心
身
を
練
磨
し
、
情
操
を
陶

冶
し
、
も
っ
て
国
民
の
健
全
な
る
身
心
の
保
全
を
図
る
こ
と
」
に
あ
っ
た
が
、
そ
こ

に
は
明
ら
か
に
、
国
民
の
余
暇
利
用
を
指
導
し
て
「
人
的
資
源
」
の
培
養
・
養
成
を

は
か
る
と
い
う
時
局
の
要
請
が
あ
っ
た
。
会
長
の
伍
堂
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
現

下
未
曾
有
の
非
常
時
局
に
際
会
」
し
、「
挙
国
聖
戦
の
遂
行
に
邁
進
」
し
つ
つ
あ
る

わ
が
国
に
と
っ
て
、「
人
的
資
源
の
培
養
、
養
成
こ
そ
は
真
に
刻
下
緊
切
の
問
題
」

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
広
く
国
民
厚
生
の
途
を
講
ず
る
こ
と
が
喫
緊
の
要
務
」

で
あ
る
と
主
張
す
る
。
厚
生
運
動
は
、
戦
時
下
の
「
国
民
精
神
総
動
員
の
根
幹
を
な

す
も
の
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
三
八
年
六
月
、
日
本
厚
生
協
会
は
結
成
後
た
だ
ち
に
第
四
回
世
界
厚
生
会
議

を
日
本
に
招
致
す
べ
く
、
第
三
回
ロ
ー
マ
大
会
に
代
表
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
、
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協
会
理
事
で
厚
生
省
体
育
課
長
の
村
田
五
郎
、
大
阪
市
清
掃
課
長
の
山
崎
豊
の
人
選

を
決
定
し
た
。
さ
ら
に
東
京
市
か
ら
記
念
事
業
部
の
富
田
滋
が
随
行
し
、
現
地
で
は

組
織
委
員
会
嘱
託
の
保
科
胤
も
加
わ
っ
て
、
第
四
回
大
会
の
大
阪
市
開
催
を
取
り
つ

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
ま
ず
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
歓
喜
力
行
団
の
年

次
大
会
に
出
席
し
、
ひ
き
つ
づ
き
ロ
ー
マ
に
向
か
っ
て
世
界
厚
生
会
議
に
出
席
、

一
九
四
〇
年
の
大
阪
市
開
催
を
決
定
し
た
が
、
そ
の
直
後
の
七
月
、
日
中
戦
争
の
激

化
を
理
由
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
中
止
が
表
明
さ
れ
る
と
、
第
四
回
大
阪
大
会
も

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
返
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
日
本
開
催
は
幻
に
終

わ
り
、
日
本
厚
生
協
会
の
当
初
の
目
的
が
断
た
れ
た
が
、
協
会
は
な
お
も
活
動
を
継

続
し
、
一
九
三
八
年
一
一
月
、
東
京
市
で
第
一
回
日
本
厚
生
大
会
を
開
催
し
た
。
同

大
会
は
、
主
と
し
て
厚
生
運
動
の
指
導
理
論
の
検
討
に
重
点
を
お
き
、
運
動
の
組
織

的
な
展
開
に
よ
っ
て
「
人
的
資
源
の
充
実
を
図
り
、
国
民
の
活
動
力
を
倍
加
し
ま
し

て
、
国
民
に
勤
労
の
喜
び
を
味
わ
せ
な
が
ら
、
産
業
、
国
防
、
文
化
の
進
展
に
努
力

せ
し
め
る
こ
と
」
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、「
日
本
の
国
情
に
合
致
し
、
し
か
も
戦

時
体
制
下
に
即
応
」
し
た
「
日
本
的
厚
生
運
動
」
が
生
ま
れ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し

た
。
大
会
宣
言
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
皇
国
精
神
を
昂
揚
し
、
皇
国
民
た
る
の
自
覚

に
徹
し
て
、
各
自
の
職
分
に
精
励
し
、
そ
の
分
担
を
通
じ
て
い
よ
い
よ
御
奉
公
の
誠

を
い
た
さ
ん
が
た
め
に
、
国
民
厚
生
の
万
途
を
講
じ
、
国
民
の
活
力
を
培
加
し
、
人

的
資
源
拡
充
強
化
を
図
り
て
、
産
業
、
国
防
、
文
化
の
進
展
に
寄
与
せ
ん
こ
と
を
」

め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
大
会
に
は
、
六
大
都
市
を
は
じ
め
、
関
係
諸
団
体
の
代
表

な
ど
四
〇
〇
余
名
が
参
加
し
、
満
州
国
か
ら
の
参
加
者
も
得
て
、「
非
常
な
る
盛
況
」

に
終
始
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
成
功
に
つ
づ
き
、
一
九
三
九
年
一
一
月
に
名
古
屋
市
で
第
二
回
大
会
が
開
催

さ
れ
た
後
、「
紀
元
二
六
〇
〇
年
」
に
あ
た
る
翌
四
〇
年
一
〇
月
に
は
、
大
阪
市
で

第
三
回
大
会
が
「
興
亜
厚
生
大
会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
に
は
、「
興

亜
」
の
趣
旨
に
沿
っ
て
ア
ジ
ア
各
地
の
代
表
が
招
待
さ
れ
た
ほ
か
、
四
〇
年
九
月
に

締
結
さ
れ
た
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
の
も
と
、
イ
タ
リ
ア
の
ド
ー
ポ
ラ
ヴ
ォ
ー
ロ
の

代
表
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
か
ら
ナ
チ
党
組
織
部
長
・
世
界
厚
生
会
議
国
際
評
議
委
員

の
ク
ラ
ウ
ス
・
ゼ
ル
ツ
ナ
ー
、
ナ
チ
党
訓
練
部
長
・
ナ
チ
党
指
導
者
養
成
大
学
長

の
オ
ッ
ト
ー
・
ゴ
ー
デ
ス
も
出
席
し
、
一
一
カ
国
約
二
〇
〇
〇
名
が
参
加
す
る
国
際

的
な
大
会
と
な
っ
た
。「
わ
れ
ら
は
国
家
興
隆
の
根
源
た
る
国
民
活
動
力
充
実
の
た

め
、
健
全
明
朗
な
る
国
民
生
活
を
確
立
し
、
も
っ
て
興
亜
の
大
業
を
完
遂
し
、
進
ん

で
世
界
新
秩
序
の
建
設
を
期
す
」
と
い
う
大
会
宣
言
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
同
大

会
は
「
東
亜
新
秩
序
の
建
設
」
と
「
高
度
国
防
国
家
」
の
確
立
の
た
め
に
は
「
人
的

資
源
の
培
養
強
化
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
と
く
に
「
銃
後
産
業
」
の
推
進
力
で

あ
る
「
国
民
勤
労
力
の
増
強
」
を
は
か
る
た
め
、「
旺
盛
な
る
精
神
と
強
健
な
る
身

体
を
育
成
す
る
厚
生
運
動
の
実
践
」
を
要
求
し
た
。
大
会
で
採
択
さ
れ
た
決
議
は
、

図３　興亜厚生大会出席の日独伊代表
（『興亜厚生大会誌』巻頭）
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国
民
が
「
喜
び
」
を
通
じ
て
勤
労
し
、
そ
れ
を
国
家
へ
の
「
奉
公
」
に
結
び
つ
け
る

べ
き
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
こ
と
を
ナ
チ
的
な
「
歓
喜
力
行
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ

て
表
現
し
た
。
こ
こ
に
大
会
は
ナ
チ
の
理
念
を
受
容
し
、
盟
邦
ド
イ
ツ
と
の
結
束
を

誇
示
す
る
場
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
幻
に
終
わ
っ
た
世
界
厚
生
会
議
の
日
本
開
催
を

埋
め
合
わ
せ
る
大
会
と
し
て
は
、
必
然
的
な
帰
結
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　

５　

模
倣
か
独
創
か

　

だ
が
こ
れ
ら
の
大
会
を
通
じ
て
も
、
厚
生
運
動
を
ど
の
よ
う
な
形
で
展
開
し
て
い

く
べ
き
か
、
そ
の
明
確
な
方
針
が
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
と
く
に
ド
イ
ツ
の
運
動

を
模
倣
す
べ
き
か
、
日
本
独
自
の
あ
り
方
を
追
求
す
べ
き
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

も
、
見
解
が
分
か
れ
て
い
た
。
歓
喜
力
行
団
じ
た
い
が
多
面
的
な
性
格
を
も
っ
て
い

た
た
め
、
日
本
人
の
評
価
も
多
様
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
厚
生
運
動
に
よ
る

心
身
鍛
錬
を
重
視
す
る
立
場
や
、
休
養
・
娯
楽
の
重
要
性
に
注
目
す
る
立
場
な
ど
が

複
雑
に
入
り
交
じ
り
、
同
一
の
論
者
に
お
い
て
す
ら
、
そ
れ
ら
が
矛
盾
し
た
形
で

表
現
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
を
視
察
し
て
歓
喜
力
行
団
に
大
き
な
関
心
を
抱
い
た
日
本
厚

生
協
会
会
長
の
伍
堂
卓
雄
は
、「
ド
イ
ツ
こ
そ
は
こ
の
方
面
に
新
し
き
地
歩
を
築
き

つ
つ
あ
る
世
界
唯
一
の
国
」
で
あ
り
、「
わ
が
国
は
嫌
応
な
し
に
そ
の
轍
を
踏
ま
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
強
調
す
る
一
方
で
、
厚
生
運
動
が
日
本
独
自
の
「
国
情
と
国
民

性
」
に
合
致
す
べ
き
こ
と
を
説
き
、「
健
全
な
る
肉
体
と
旺
盛
な
る
精
神
を
有
す
る

人
的
資
源
の
培
養
強
化
と
、
皇
国
精
神
に
透
徹
し
た
る
人
格
の
養
成
」
を
目
標
と

す
る
「
皇
道
厚
生
運
動
」
を
提
唱
し
て
い
た
。
協
会
理
事
の
吉
阪
俊
三
も
ま
た
、
ド

イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
運
動
に
「
参
考
と
す
べ
き
も
の
が
多
い
こ
と
」
を
認
め
な
が
ら

も
、「
そ
の
ま
ま
の
翻
訳
」
を
否
定
し
、「
日
本
の
厚
生
運
動
は
日
本
精
神
を
基
本

と
す
べ
き
」
で
あ
り
、「
こ
れ
を
も
っ
て
君
国
に
対
す
る
奉
仕
を
全
う
す
る
こ
と
を

期
す
る
」
も
の
、「
そ
の
職
業
そ
の
持
ち
場
を
通
じ
て
、
喜
び
と
感
謝
の
生
活
を
な

し
つ
つ
国
家
に
奉
仕
し
君
恩
に
報
い
る
」
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
運
動
を
視
察
し
、
そ
れ
ら
が
「
国
家
直
接
そ
れ
自
身
の
事
業

と
し
て
経
営
さ
れ
て
き
た
こ
と
」
を
高
く
評
価
す
る
厚
生
省
の
村
田
五
郎
で
さ
え
、

「
他
国
の
制
度
と
い
う
も
の
を
直
に
も
っ
て
わ
が
国
に
持
ち
来
て
、
こ
れ
を
真
似
る

と
い
う
こ
と
は
、
相
当
の
弊
害
を
来
す
ば
か
り
で
な
く
、
危
険
を
生
ず
る
惧
さ
え
あ

る
」
と
し
て
、
日
本
に
お
い
て
は
む
し
ろ
、「
上
御
一
人
に
御
奉
公
申
し
上
げ
ん
が

た
め
に
、
国
民
生
活
の
刷
新
を
図
り
、
特
に
余
暇
に
お
き
ま
し
て
、
身
の
鍛
錬
に

意
を
注
ぎ
、
教
養
を
高
め
、
情
操
を
陶
冶
し
、
明
朗
闊
達
な
心
気
風
を
養
成
し
ま
し

て
、
真
に
日
本
国
民
た
る
の
活
動
力
を
培
養
強
化
せ
ん
と
す
る
運
動
」
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
主
張
し
、
厚
生
運
動
を
通
じ
て
「
銃
後
の
御
奉
公
に
い
っ
そ
う
邁
進
」

す
る
必
要
を
説
い
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
厚
生
運
動
の
「
国
家
的
意
義
」
や
「
時
局
的
使

命
」
を
前
面
に
う
ち
だ
す
こ
れ
ら
の
論
者
よ
り
も
、
も
う
少
し
日
本
の
伝
統
に
重
点

を
お
い
て
い
た
の
が
磯
村
英
一
で
あ
る
。
彼
の
考
え
で
は
、
厚
生
運
動
は
「
欧
米
の

『
慰
安
娯
楽
運
動
』
の
再
現
」
や
「
新
し
く
日
本
に
お
い
て
『
発
見
発
生
』
せ
る
も

の
」
で
は
な
く
、「
過
去
に
お
い
て
日
本
の
国
民
生
活
を
指
導
し
て
来
た
日
本
精
神

の
内
容
の
一
部
分
が
、
時
代
的
観
察
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に
統
合
さ
れ
た
も

の
」
で
あ
り
、
そ
の
究
極
の
目
的
は
、「
日
本
精
神
顕
現
の
一
方
策
」
と
し
て
の
国

民
の
「
人
的
資
質
の
向
上
」
に
あ
っ
た
。
磯
村
は
ド
イ
ツ
の
歓
喜
力
行
団
の
活
動
を

高
く
評
価
し
、
そ
こ
か
ら
余
暇
の
組
織
化
の
必
要
性
を
学
び
つ
つ
も
、
日
本
の
厚
生

運
動
が
そ
の
単
な
る
模
倣
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
二
千
有
余
年
に
わ
た
っ
て
八
千
万

同
胞
の
生
活
の
細
部
に
ま
で
浸
透
」
し
て
い
る
「
日
本
精
神
の
内
容
」
に
根
ざ
し
、

こ
れ
を
実
践
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
彼
が
強
調
し
て
い

た
の
は
、
隣
組
や
町
会
の
よ
う
な
地
域
団
体
的
活
動
の
基
礎
を
な
す
伝
統
的
な
家
族
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制
度
の
重
要
性
で
あ
る
。

「
現
在
の
日
本
の
厚
生
運
動
は
、
独
伊
の
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
せ
い

か
、
一
つ
の
工
場
な
り
、
そ
う
い
う
利
益
団
体
的
の
も
の
に
、
相
当
強
い
力

が
集
中
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
日
本
の
本
質
と
し
て
、
必
ず
し

も
地
に
着
い
た
運
動
に
は
な
り
え
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
、
日

本
の
本
質
か
ら
し
て
、
厚
生
運
動
は
い
わ
ゆ
る
地
域
団
体
な
る
隣
組
、
町

会
、
そ
れ
か
ら
組
成
で
あ
る
と
こ
ろ
の
家
庭
に
ま
で
浸
透
し
た
と
き
に
、
は

じ
め
て
日
本
に
実
を
結
ぶ
べ
き
、
厚
生
運
動
の
発
展
が
あ
る
と
い
う
よ
う
に

考
え
た
い
の
で
あ
り
ま
す
」。

　

こ
う
し
て
磯
村
は
、「
い
わ
ゆ
る
ド
イ
ツ
の
Ｋ
・
Ｄ
・
Ｆ
・
と
称
せ
ら
れ
る
、
一

つ
の
厚
生
運
動
の
形
態
を
採
り
上
げ
て
、
そ
の
ま
ま
に
日
本
の
民
族
構
成
の
内
に
発

展
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
、
い
さ
さ
か
早
計
」
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
の
だ
が
、
そ

れ
で
は
厚
生
運
動
の
目
的
と
し
て
何
を
め
ざ
し
て
い
た
か
と
い
え
ば
、
結
局
の
と
こ

ろ
「
人
的
資
質
の
向
上
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
に
お
い
て
も
心
身
鍛
錬
を
重

視
す
る
教
化
主
義
的
傾
向
は
明
白
で
、
そ
れ
は
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
も
つ
娯
楽
性

を
否
定
す
る
可
能
性
を
は
ら
む
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
て
、
厚
生
運
動
を
従
来
の
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
延
長
線
上
に
位

置
づ
け
、
余
暇
や
娯
楽
の
価
値
を
積
極
的
に
認
め
よ
う
と
す
る
論
者
が
い
た
こ
と
に

も
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
京
帝
国
大
学
教
授
の
末
弘
巌
太
郎
は
、
人
間

と
い
う
も
の
は
「
働
く
以
上
片
方
に
必
ず
一
定
の
休
養
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
認

識
の
も
と
、「
組
織
の
力
に
よ
っ
て
勤
労
者
に
必
要
な
休
養
娯
楽
の
問
題
を
解
決
す

る
事
業
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
の
厚
生
運
動
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
末
弘

に
よ
れ
ば
、
ど
の
社
会
に
も
そ
の
社
会
の
事
情
に
応
じ
た
厚
生
運
動
が
あ
り
、
自
由

経
済
を
と
る
日
本
で
は
、
企
業
の
福
利
施
設
や
共
済
組
合
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
よ
う
な
私

設
社
会
事
業
が
発
展
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
さ
ら
に
助
長
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

「
い
ま
ま
で
あ
る
も
の
を
何
も
政
府
色
に
塗
り
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
必
要
は
な
い
」。

だ
が
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
の
運
動
の
「
華
々
し
さ
だ
け
が
わ
れ
わ
れ
の
目
に
映
っ
て

い
る
た
め
に
、
そ
う
い
う
も
の
が
厚
生
運
動
で
あ
る
と
い
う
目
に
考
え
る
人
が
あ
っ

て
み
た
り
、
ま
た
厚
生
運
動
と
い
う
も
の
は
労
働
者
に
体
操
さ
せ
る
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
る
人
が
い
て
み
た
り
、
ど
う
も
見
当
が
外
れ
て
い
る
」。
労
働
力
の
滋
養
と
い

う
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
あ
く
ま
で
も
理
論
的
考
察
が
必
要
で
あ
っ
て
、
こ

れ
を
抜
き
に
労
働
者
に
体
操
ば
か
り
さ
せ
て
も
、
か
え
っ
て
疲
労
を
来
し
て
し
ま
う

と
末
弘
は
力
説
す
る
。「
そ
う
い
う
理
論
的
考
察
を
怠
っ
て
漠
然
と
外
国
の
あ
る
い

は
真
似
を
し
た
り
、
…
…
た
だ
漠
然
と
自
由
主
義
が
い
い
ん
だ
、
い
や
『
フ
ァ
ッ
シ

ョ
』
が
い
い
ん
だ
と
い
っ
た
よ
う
な
議
論
を
な
さ
る
こ
と
は
、
こ
れ
は
こ
の
問
題
で

は
禁
物
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
保
科
胤
も
同
じ
考
え
で
あ

っ
た
。「

ま
っ
た
く
単
純
化
し
て
無
味
乾
燥
な
個
々
の
作
業
に
従
事
し
、
労
働
強
化

に
よ
っ
て
過
労
に
陥
り
が
ち
な
工
場
労
務
者
に
た
い
し
て
、
そ
の
健
康
の
維

持
増
進
の
た
め
と
は
い
い
な
が
ら
、
画
一
的
な
体
操
一
本
槍
だ
け
で
お
茶
を

濁
す
な
ど
は
大
い
に
戒
め
る
べ
き
で
あ
る
。
む
し
ろ
適
当
な
休
養
施
設
こ
そ

望
ま
し
い
と
い
え
る
」。

　

関
東
学
院
教
授
の
白
山
源
三
郎
は
さ
ら
に
進
ん
で
、「
一
つ
の
生
活
合
理
化
運
動
」

と
し
て
の
厚
生
運
動
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
生
活
に
勤
労

の
生
活
が
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
の
正
反
対
の
生
活
、
勤
労
の
緊
張
に
た
い
す
る
弛
緩

の
生
活
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
弛
緩
生
活
の
価
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値
を
認
め
、
こ
れ
を
勤
労
生
活
と
同
格
に
位
置
づ
け
る
の
が
、
す
な
わ
ち
厚
生
運
動

で
あ
る
。
厚
生
運
動
が
「
国
民
精
神
総
動
員
の
精
神
と
い
う
よ
う
な
も
の
に
は
、
む

し
ろ
こ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
融
合
し
て
い
く
べ

き
も
の
で
あ
る
」
こ
と
は
た
し
か
だ
が
、「
勤
労
の
能
率
増
進
」
の
み
な
ら
ず
「
生

活
内
容
の
豊
富
化
」
を
も
達
成
す
る
と
い
う
積
極
的
な
意
味
で
、
厚
生
運
動
は
「
緊

張
生
活
に
対
立
す
べ
き
と
こ
ろ
の
弛
緩
生
活
の
合
理
化
運
動
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
。
こ
れ
と
同
様
の
観
点
か
ら
、
文
部
省
社
会
教
育
局
の
権
田
保
之
助
は

「
国
民
慰
楽
生
活
の
厚
生
的
再
検
討
、
再
組
織
」
を
要
求
し
て
、「
国
民
の
生
活
秩
序

の
上
に
慰
楽
生
活
を
適
正
に
配
列
」
す
る
必
要
を
説
く
。

「
慰
楽
生
活
と
い
う
も
の
が
、
と
に
か
く
閑
却
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
も
の

を
、
こ
こ
に
そ
の
重
要
性
を
認
め
て
、
国
民
一
般
生
活
秩
序
の
上
に
、
こ
の

慰
楽
生
活
を
き
ち
ん
と
配
列
し
て
こ
れ
を
相
当
重
要
な
も
の
と
し
て
、
国
民

を
し
て
真
面
目
に
真
剣
に
こ
れ
を
享
受
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま

す
が
、
次
に
は
適
正
な
る
慰
楽
を
与
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
適
正
な
る
慰
楽

の
供
与
と
い
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
参
り
ま
す
」。

　

余
暇
の
合
理
化
を
も
と
め
る
こ
れ
ら
の
論
者
に
あ
っ
て
は
、
厚
生
運
動
に
つ
い
て

の
理
論
的
考
察
こ
そ
先
決
で
あ
っ
て
、
他
国
の
制
度
を
取
り
入
れ
る
べ
き
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
は
副
次
的
問
題
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
た
め
に
か
え
っ
て
、
彼

ら
の
考
え
は
ド
イ
ツ
の
余
暇
形
成
の
モ
デ
ル
に
よ
り
近
い
も
の
と
な
っ
た
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
権
田
に
よ
れ
ば
、「
高
度
国
防
国
家
」
の
確
立
の
た
め
に
は
、「
国

民
生
産
力
の
増
強
と
国
民
労
働
力
の
維
持
培
養
」
ば
か
り
で
な
く
、「
勤
労
国
民
の

生
活
の
向
上
と
勤
労
国
民
の
文
化
の
昂
揚
」
も
不
可
欠
で
あ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
の
歓

喜
力
行
団
じ
た
い
、
余
暇
の
喜
び
を
通
じ
た
労
働
力
の
再
生
と
い
う
目
的
の
も
と
、

非
政
治
的
な
娯
楽
の
提
供
に
よ
っ
て
「
勤
労
国
民
の
生
活
の
積
極
化
」
を
は
か
っ
て

い
た
の
だ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
厚
生
運
動
を
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
と
ら

え
る
白
山
や
権
田
の
よ
う
な
立
場
は
全
体
的
に
見
れ
ば
少
数
派
で
あ
り
、
厚
生
大
会

で
声
高
に
提
唱
さ
れ
た
の
は
む
し
ろ
、「
人
的
資
源
の
培
養
強
化
」
を
目
的
と
す
る

「
日
本
的
厚
生
運
動
」
と
い
う
精
神
主
義
的
・
教
化
主
義
的
立
場
の
方
で
あ
っ
た
こ

と
は
疑
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
大
会
宣
言
や
総
会
報
告
に
も
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て

い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
厚
生
運
動
の
方
針
は
最
後
ま
で
不
統
一
で
、
ド
イ
ツ
の
模
倣
に
徹
す

る
こ
と
も
、
日
本
独
自
の
方
向
を
う
ち
だ
す
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
、
ば
ら
ば
ら
な

見
解
の
寄
せ
集
め
に
終
わ
っ
た
。
厚
生
大
会
に
し
て
も
、
戦
争
の
拡
大
と
と
も
に
厚

生
運
動
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
た
め
、
大
阪
の
大
会
を
最
後
に
再
び
開
催
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
余
暇
を
軸
と
し
た
日
独
連
携
の
構
想
は
、
こ
こ
に
潰
え
た
の
で

あ
る
。

　
　
　

６　

お
わ
り
に

　

以
上
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
世
界
厚
生
会
議
の
経
過
と
、
こ
れ
に

関
与
し
た
日
本
人
関
係
者
の
動
向
、
お
よ
び
そ
の
後
の
日
本
の
厚
生
運
動
へ
の
影
響

を
概
観
し
て
き
た
が
、
全
体
を
通
じ
て
と
く
に
目
を
引
く
の
は
、
世
界
新
秩
序
の
建

設
に
乗
り
だ
し
た
日
独
両
国
が
い
か
に
余
暇
の
問
題
を
重
視
し
て
い
た
か
、
そ
の
期

待
の
大
き
さ
で
あ
る
。
保
科
胤
が
述
べ
る
よ
う
に
、
世
界
厚
生
会
議
は
「
近
い
将
来

に
お
い
て
国
際
連
盟
を
も
圧
倒
し
て
、
新
た
な
る
認
識
の
下
に
こ
れ
に
か
わ
ら
ん
と

す
る
気
運
す
ら
そ
の
な
か
に
感
じ
ら
れ
る
」
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
会
議

で
う
ち
だ
さ
れ
た
構
想
は
総
花
的
で
具
体
性
を
欠
い
て
お
り
、
全
体
と
し
て
余
暇
の

国
家
利
用
と
い
う
側
面
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
た
し
か
だ
が
、
そ
の
前
提
を
な
し
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た
「
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
の
概
念
に
は
、
国
家
利
用
と
い
う
だ
け
で
は
汲
み
つ
く

せ
な
い
積
極
的
な
意
義
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
し
、
日
本
の
厚
生

運
動
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
模
倣
に
と
ど
ま
ら
な
い
独
自
の
方
向
が
模
索
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
概
略
し
か
描
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
人
間
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
は
ず
の
余
暇
の
重
要
性
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
日
独
伊

の
全
体
主
義
国
に
お
い
て
関
心
を
集
め
た
こ
と
の
意
味
は
、
も
っ
と
考
察
さ
れ
て
よ

い
は
ず
で
あ
り
、
戦
間
期
の
国
際
的
な
余
暇
運
動
と
の
関
連
や
、
戦
後
の
社
会
政
策

や
福
祉
施
策
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
時
は
国
際
連
盟
を
も
し
の
ぐ
か
に
見
え
た
「
余
暇
の
枢
軸
」

の
構
想
は
、
戦
争
の
な
か
で
頓
挫
し
、
忘
却
の
淵
に
沈
む
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
明

暗
を
象
徴
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
二
人
の
人
物
の
そ
の

後
の
消
息
で
あ
る
。
磯
村
英
一
は
戦
後
研
究
者
に
転
じ
て
一
九
五
三
年
に
東
京
都

立
大
学
教
授
、
五
九
年
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
客
員
教
授
、
六
六
年
に
東
洋
大
学
教

授
、
六
九
年
に
同
学
長
を
歴
任
し
、
九
七
年
に
没
す
る
ま
で
都
市
社
会
学
の
権
威
と

し
て
名
声
を
博
し
た
。
他
方
、
北
山
淳
友
は
一
九
四
〇
年
に
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
名

誉
教
授
、
四
四
年
に
プ
ラ
ハ
大
学
教
授
に
就
任
し
た
が
、
ド
イ
ツ
の
敗
戦
に
よ
っ
て

収
容
所
を
転
々
と
さ
せ
ら
れ
た
後
、
プ
ラ
ハ
で
日
本
語
や
柔
道
の
教
師
を
し
て
糊
口

を
し
の
ぎ
、
帰
国
も
か
な
わ
ぬ
ま
ま
六
二
年
に
没
し
た
。
二
人
の
対
照
的
な
運
命

は
、
日
独
両
国
が
抱
い
た
夢
の
代
償
の
大
き
さ
を
、
あ
ま
り
に
も
酷
薄
な
形
で
あ
ら

わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

注
（
1
） 

会
議
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
報
告
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。A

m
tlicher 

Führer zum
 W

eltkongreß für Freizeit und Erholung, hrsg. vom
 D

eutschen 

O
rganisationsausschuß, B

erlin 1936 ; Bericht. W
eltkongreß für Freizeit und 

Erholung, bearb. im
 Internationalen Zentral-B

üro „Freude und A
rbeit“, 

H
am

burg 1937. 

な
お
「
世
界
厚
生
会
議
」
と
い
う
呼
称
は
、
日
本
の
厚
生
運
動

の
関
係
者
に
よ
る
も
の
で
、
本
稿
で
も
基
本
的
に
こ
れ
を
も
ち
い
る
。

（
2
） 

日
本
の
厚
生
運
動
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
藤
野
豊
『
厚
生
省
の
誕
生―

医
療
は

フ
ァ
シ
ズ
ム
を
い
か
に
推
進
し
た
か
』
か
も
が
わ
出
版
、
二
〇
〇
三
年
を
参
照
。

厚
生
運
動
に
早
く
か
ら
注
目
し
て
い
た
の
は
、
娯
楽
問
題
の
研
究
を
中
心
と
し
た

社
会
学
の
分
野
で
、
石
川
弘
義
「
余
暇
の
理
論
史―

そ
の
源
流
を
さ
ぐ
る
」
石

川
弘
義
編
『
人
間
と
レ
ジ
ャ
ー
１　

レ
ジ
ャ
ー
の
思
想
と
行
動
』、
日
本
経
済
新

聞
社
、
一
九
七
三
年
が
代
表
的
で
あ
る
。
ま
た
歴
史
学
の
分
野
か
ら
厚
生
運
動
に

注
目
し
た
研
究
と
し
て
、
赤
澤
史
朗
『
近
代
日
本
の
思
想
動
員
と
宗
教
統
制
』
校

倉
書
房
、
一
九
九
三
年
、
高
岡
裕
之
「
観
光
・
厚
生
・
旅
行
」
赤
澤
史
朗
・
北
河

賢
三
編
『
文
化
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
三
年
も
参
照
。 

（
3
） 

同
時
代
の
日
本
人
に
よ
る
報
告
と
し
て
は
、
磯
村
英
一
『
厚
生
運
動
概
説
』
常
磐

書
房
、
一
九
三
九
年
、
保
科
胤
『
国
民
厚
生
運
動
』
栗
田
書
店
、
一
九
四
二
年
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
年
の
研
究
で
は
、
藤
野
、
前
掲
書
な
ど
に
、
こ
の
会
議

へ
の
言
及
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
人
に
よ
る
研
究
と
し
て
は
、K

arsten Linne, „„W
ir 

tragen die Freude in die W
elt“. D

er H
am

burger „W
eltkongreß für Freizeit und 

Erholung“ 1936“, in: Zeitschrift des Vereins für H
am

burgische G
eschichte, 

B
d. 80, H

am
burg 1994

が
あ
る
が
、
ナ
チ
ズ
ム
研
究
の
領
域
に
お
け
る
代
表

的
な
関
連
文
献
、
た
と
え
ばW

olfhard B
uchholz, D

ie nationalsozialistische 

G
em

einschaft „K
raft durch Freude“. Freizeitgestaltung und Arbeiterschaft im

 

D
ritten Reich, M

ünchen 1976

に
は
、
会
議
へ
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。

（
4
） 

本
節
の
内
容
は
、
基
本
的
に
カ
ル
ス
テ
ン
・
リ
ン
ネ
の
論
考
に
依
拠
し
て
い
る
。

Linne,  a. a. O
.

（
5
） Ebd., S. 153.
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（
6
） 

こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
た
余
暇
の
問
題
に
か
か
わ
る
国
際
会
議
と
し
て
は
、

一
九
二
八
年
の
パ
リ
国
際
社
会
事
業
会
議
、
三
〇
年
の
リ
エ
ー
ジ
ュ
国
際
労
働
者

余
暇
会
議
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
一
九
三
四
年
に
国
際
労
働
機
関

内
に
労
働
者
余
暇
委
員
会
が
創
設
さ
れ
、
三
五
年
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
万
国
博
覧
会

の
際
に
国
際
労
働
者
余
暇
形
成
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
さ
ら
に
三
六
年
に
は
、
労

働
者
余
暇
通
信
委
員
会
の
設
立
が
決
議
さ
れ
、
国
際
労
働
機
関
が
余
暇
の
問
題
に

つ
い
て
の
国
際
的
な
情
報
交
換
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。Ebd., S. 154-6. 

と

は
い
え
、
す
で
に
こ
の
時
点
で
世
界
厚
生
会
議
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
国
際
労
働

機
関
の
取
り
組
み
は
遅
き
に
失
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
7
） 

国
民
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
は
、
一
九
〇
六
年
に
結
成
さ
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
運

動
場
協
会 Playground A

ssociation of A
m

erica

」
の
後
身
で
、
当
初
は
主
と
し

て
運
動
場
の
拡
充
に
よ
る
青
少
年
の
体
位
向
上
に
力
を
注
い
だ
が
、
後
に
広
く
成

人
も
対
象
と
す
る
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
の
普
及
に
活
動
分
野
を
拡
大
し
て
、

そ
の
名
称
を
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
保
科
、
前
掲
書
、
六
五-

六
頁
。

（
8
） 

ア
メ
リ
カ
は
約
六
〇
〇
名
の
代
表
を
送
り
、
日
本
か
ら
も
五
名
の
代
表
が
出
席
し

た
。
同
右
、
六
七
頁
。

（
9
） 

国
際
評
議
委
員
会
の
委
員
長
に
は
、
ア
メ
リ
カ
代
表
の
カ
ー
ビ
ー
が
選
ば
れ
、
ベ

ル
ギ
ー
代
表
と
し
て
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
会
長
ア
ン
リ
・
ド
・
バ
イ
エ=

ラ
ト
ゥ
ー
ル
、
ド
イ
ツ
代
表
と
し
て
帝
国
体
操
委
員
会
総
裁
テ
オ
ド
ー
ア
・
レ
ー

ヴ
ァ
ル
ト
な
ど
が
参
加
し
た
。Bericht, S. 3-4.

（
10
） 

世
界
厚
生
会
議
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
関
係
は
、
当
初
は
き
わ
め
て
密
接
で

あ
っ
た
が
、
後
に
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
会
長
バ
イ
エ=

ラ
ト
ゥ
ー
ル
が

異
議
を
唱
え
た
た
め
、
両
者
の
分
離
が
決
定
さ
れ
た
。Bericht, S. X

II. 

事
実
、

一
九
三
八
年
に
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
世
界
厚
生
会
議
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
と
無
関
係
で
あ
っ
た
。　

（
11
） Ebd., S. X

II. 

（
12
） 

保
科
、
前
掲
書
、
六
七
頁
、
お
よ
びBericht, S. X

II

を
参
照
。

（
13
） Linne, a. a. O

., S. 155.

（
14
） Am

tliches N
achrichtenblatt der D

eutschen Arbeitsfront, 1. Jg., Folge 39, S. 330.

（
15
） 

会
議
の
経
費
は
二
〇
〇
万
マ
ル
ク
と
算
定
さ
れ
、
そ
の
う
ち
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
政
府

が
二
〇
万
マ
ル
ク
の
補
助
金
を
支
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。Linne, a. a. O

., 

S. 157. 

組
織
委
員
会
は
ま
た
、
宣
伝
省
、
ド
イ
ツ
会
議
本
部
、
国
防
軍
、
労
働
奉

仕
団
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
警
察
の
支
援
も
受
け
た
。D

er Angriff, 11. Juli 1936.

（
16
） Am

tlicher Führer, S. 13 ; Bericht, S. 5.

（
17
） Am

tlicher Führer, S. 12.

（
18
） 

磯
村
、
前
掲
書
、
一
六
頁
。

（
19
） 

七
月
二
三
日
は
「
万
人
の
た
め
の
余
暇
と
休
養
」
展
覧
会
の
開
幕
式
、
二
四
日

は
「
諸
民
族
の
舞
踊
と
歌
唱
」
の
催
し
、
二
五
日
は
「
民
族
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」
の

競
技
、
二
六
日
は
「
ド
イ
ツ
民
族
の
オ
リ
ン
ピ
ア
・
パ
レ
ー
ド
」
と
「
民
族
が
民

族
の
た
め
に
演
じ
る
」
ド
イ
ツ
民
族
祭
、
二
七
日
は
「
青
少
年
の
日
」
の
ス
ポ
ー

ツ
、
二
八
日
は
「
諸
団
体
の
日
」
の
体
操
、
二
九
日
は
「
国
防
軍
の
日
」
の
音
楽

演
奏
、
三
〇
日
は
「
ア
ル
ス
タ
ー
湖
で
の
パ
レ
ー
ド
と
ラ
イ
ト
シ
ョ
ー
」
と
大
花

火
の
催
し
が
行
わ
れ
た
。Am

tlicher Führer, S. 43-61.

（
20
） 

保
科
、
前
掲
書
、
七
〇
頁
、
お
よ
び
磯
村
、
前
掲
書
、
三
二
頁
。

（
21
） Am

tlicher Führer, S. 43.
（
22
） Bericht, S. 10.

（
23
） Freude und Arbeit, 1. Jg. H

. 1, S. 5.

（
24
） Bericht, S. 38-64.

（
25
） Ebd., S. 32-7, 

お
よ
び
磯
村
、
前
掲
書
、
三
三-

五
頁
。

（
26
） Bericht, S. 31, 
保
科
、
前
掲
書
、
七
〇-

一
頁
、
お
よ
び
磯
村
、
前
掲
書
、
三
六
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頁
。
中
央
事
務
局
長
に
は
ラ
イ
自
身
が
就
任
し
、
レ
ン
ト
マ
イ
ス
タ
ー
を
主
事
に

指
名
し
た
。
中
央
事
務
局
に
付
設
さ
れ
た
研
究
所
は
、
余
暇
運
動
の
歴
史
的
発

展
、
社
会
的
条
件
、
諸
民
族
の
文
化
的
・
経
済
的
・
政
治
的
生
活
な
ど
を
調
査
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。Bericht, S. X

IV.

（
27
） Freude und Arbeit, 1. Jg. H

. 1, S. 68-73. 

ま
たF

rankfurter Zeitung, 31. Juli 

1936, D
er Angriff, 31. Juli 1936

も
参
照
。

（
28
） Freude und Arbeit, 1. Jg. H

. 1, S. 74-7.

（
29
） D

er Angriff, 31. Juli 1936. 
新
聞
報
道
は
外
国
客
の
共
感
を
確
信
し
て
い
た
。「
こ

の
会
議
の
日
々
を
と
も
に
し
た
外
国
客
が
、
母
国
で
ド
イ
ツ
へ
の
誹
謗
を
許
す
な

ど
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」。Ebd., 26. Juli 1936.

（
30
） 

磯
村
、
前
掲
書
、
四
四-

五
頁
。 

（
31
） 

な
か
で
も
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
長
は
、
ラ
イ
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、「
会
議
が
開
催

期
間
後
も
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
恵
み
を
も
た
ら
す
」
こ
と
に
期
待
を
示
し
た
。
こ
の
期

待
は
、
歓
喜
力
行
団
の
年
次
大
会
を
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
毎
年
開
催
す
る
と
い
う
決
定

に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
た
。Linne, a. a. O

., S. 172.

（
32
） Bericht, S. X

, H
am

burger Tageblatt, 27. Juli 1936, Völkischer Beobachter, 28. 

Juli 1936.

（
33
） Frankfurter Zeitung, 24. Juli 1936.

（
34
） Linne, a. a. O

., S. 173-4

（
35
） Freude und Arbeit, 1. Jg. H

. 1, S. 8.

（
36
） 

保
科
、
前
掲
書
、
一
二
頁
、
一
九
頁
。

（
37
） Freude und Arbeit, 1. Jg. H

. 1, S. 2.

（
38
） 

磯
村
に
よ
れ
ば
、「
か
つ
て
世
界
厚
生
会
議
の
関
係
者
た
ち
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に

お
け
る
国
際
連
盟
な
ら
び
に
こ
れ
に
随
伴
す
る
国
際
労
働
事
務
局
に
た
い
し
、
こ

の
厚
生
会
議
の
開
催
を
し
ば
し
ば
要
請
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
い
た
ず

ら
に
自
由
主
義
的
国
際
観
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
連
盟
派
は
こ
の
希
望
を
容
れ
る
こ

と
を
許
さ
ず
、
た
め
に
そ
の
実
践
運
動
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
る
国
際
的
運
動
に
一

時
的
寄
生
地
を
も
と
め
、
し
か
も
わ
ず
か
一
回
の
寄
生
に
て
完
全
に
そ
の
成
長
を

獲
得
」
し
た
の
だ
と
い
う
。
磯
村
、
前
掲
書
、
四
四
頁
。

（
39
） D

er Angriff, 28. Juli 1936.

（
40
） 

磯
村
に
よ
れ
ば
、「
世
界
厚
生
会
議
の
指
導
権
を
日
、
独
、
伊
の
ご
と
き
防
共
協

定
国
家
が
事
実
上
有
す
る
こ
と
」
に
た
い
し
て
は
、
他
の
自
由
主
義
国
家
か
ら
批

判
が
上
が
っ
て
お
り
、
こ
の
点
は
「
世
界
厚
生
会
議
の
発
展
上
留
意
す
べ
き
事

柄
」
で
あ
る
と
い
う
。
磯
村
、
前
掲
書
、
四
四-

五
頁
。

（
41
） 

保
科
、
前
掲
書
、
二
六
頁
。

（
42
） D

eutsche B
otschaft an M

inister der A
usw

ärtigen A
ngelegenheiten vom

 8. Juni 

1936, 

外
務
省
外
交
史
料
館
、
外
務
省
記
録
「
国
際
会
議
雑
件 

６
『
フ
リ
ー
タ
イ

ム
』
及
休
養
世
界
大
会
関
係
」
Ｂ
／
10
／
10
／
０
／
１
。
こ
の
招
待
状
に
よ
れ

ば
、
会
議
は
「
創
造
的
人
間
の
余
暇
の
合
目
的
的
・
計
画
的
・
文
化
奨
励
的
な
確

立
と
利
用
の
た
め
、
様
々
な
国
々
で
公
的
・
半
公
的
・
私
的
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
措
置
の
概
観
を
与
え
る
」
も
の
で
あ
っ
た
。

（
43
） 

「『
フ
リ
ー
タ
イ
ム
』
及
休
養
世
界
大
会
ニ
本
邦
代
表
者
派
遣
方
ノ
件
」、
同
右
。

（
44
） Bericht, S. 6, S. 183, S. 461, S. 518.

（
45
） 

正
確
に
い
う
と
、
こ
の
職
に
就
い
た
の
は
一
九
三
六
年
九
月
で
、
会
議
の
時
点
で

は
ま
だ
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
講
師
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
表
記
に
な
っ
た
の

は
、
会
議
の
報
告
書
が
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

（
46
） 
北
山
淳
友
略
歴
、
外
務
省
外
交
史
料
館
、
外
務
省
記
録
「
本
邦
各
国
間
文
化
交
換

関
係
雑
件
／
日
、
独
国
間
ノ
部 

第
二
巻 

１ 

日
独
交
換
教
授
関
係
（
２
）
本
邦
人

関
係
〈
５
〉
北
山
淳
友
関
係
」
Ｉ
／
１
／
１
／
０
／
１
。
ま
た
、
北
山
淳
友
著
・

峰
島
旭
雄
監
訳
『
東
と
西 

永
遠
の
道―

仏
教
哲
学
・
比
較
哲
学
論
集
』
北
樹
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出
版
、
一
九
八
五
年
、
三
八
九-

九
〇
頁
も
参
照
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
北
山
は
カ

ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
も
と
で
「
仏
教
の
形
而
上
学
」
に
つ
い
て
の
論
文
を
ま
と

め
、
哲
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
と
い
う
。

（
47
） 

「
獨
逸
『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
』
大
学
北
山
淳
友
ニ
對
ス
ル
補
助
金
増
額
ノ
件
」
お

よ
び
「
在
獨
北
山
講
師
ヘ
補
助
金
交
付
方
ニ
關
ス
ル
件
」、
外
務
省
外
交
史
料

館
、
外
務
省
記
録
「
本
邦
各
国
間
文
化
交
換
関
係
雑
件
／
日
、
独
国
間
ノ
部 

第
二

巻 

１ 

日
独
交
換
教
授
関
係
（
２
）
本
邦
人
関
係
〈
５
〉
北
山
淳
友
関
係
」
Ｉ
／

１
／
１
／
０
／
１
。

（
48
） 

外
務
省
は
国
際
文
化
交
流
の
推
進
の
た
め
、
海
外
に
お
け
る
日
本
語
・
日
本
文
化

講
座
へ
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
と
く
に
欧
亜
局
文
化
事
業
部
に
国
際
文
化
事
業

を
担
当
す
る
第
二
課
が
お
か
れ
る
と
、
そ
の
助
成
が
拡
大
さ
れ
た
。
北
山
へ
の

補
助
金
は
当
初
月
額
五
〇
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
と
八
〇
マ
ル
ク
の
講
義
料

を
あ
わ
せ
た
月
額
一
三
〇
マ
ル
ク
で
は
、「
生
活
に
も
困
難
を
来
し
、
極
度
に
生

活
費
を
切
り
詰
め
居
る
有
様
」
で
あ
り
、「
こ
の
ま
ま
に
放
置
す
る
に
お
い
て
は

折
角
の
事
業
を
中
絶
す
る
の
と
こ
ろ
あ
る
を
も
っ
て
、
同
氏
へ
の
補
助
は
事
業

達
成
上
こ
れ
を
等
閑
視
し
え
ざ
る
に
よ
り
」、
一
九
三
五
年
に
は
補
助
金
が
月
額

一
五
〇
マ
ル
ク
に
増
額
さ
れ
た
。「
獨
逸
『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
』
大
学
北
山
淳
友

ニ
對
ス
ル
補
助
金
増
額
ノ
件
」
お
よ
び
「
在
獨
北
山
講
師
ヘ
補
助
金
交
付
方
ニ
關

ス
ル
件
」、
同
右
。

（
49
） 

一
九
三
六
年
九
月
に
在
ベ
ル
リ
ン
日
本
学
会
副
主
事
と
な
っ
て
以
降
、
北
山
の
講

演
活
動
は
多
忙
を
き
わ
め
た
。
一
九
三
八
年
一
〇
月
か
ら
三
九
年
五
月
の
間
だ
け

で
、
講
演
回
数
は
四
二
回
を
数
え
た
。「
獨
逸
に
於
け
る
日
本
紹
介
講
演
（
昭
和

一
三
年-

一
四
年
度
）」、
同
右
。

（
50
） Bericht, S. 183-6, S. 461-2, S. 518-20. 

な
お
、
二
番
目
の
報
告
は
第
五
部
会
（
女

性
の
余
暇
）
で
、
三
番
目
の
報
告
は
第
六
部
会
（
青
少
年
の
余
暇
）
で
行
わ
れ

た
。

（
51
） 

以
下
、
報
告
の
内
容
はEbd., S. 183-6

を
参
照
。

（
52
） Ebd., S. 186.

（
53
） 

保
科
、
前
掲
書
、
八
頁
、
二
〇
頁
。

（
54
） 

保
科
は
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
九
三
八
年
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
の
歓
喜
力
行

団
の
年
次
大
会
、
ロ
ー
マ
で
の
第
三
回
世
界
厚
生
会
議
に
出
席
し
、
世
界
各
国
の

厚
生
運
動
の
視
察
と
研
究
を
行
う
機
会
を
得
た
。
帰
国
後
は
、
日
本
厚
生
協
会
主

事
と
し
て
厚
生
運
動
の
発
展
に
尽
力
し
、
四
〇
年
に
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た
興
亜

厚
生
大
会
の
準
備
に
奔
走
す
る
が
、
四
一
年
に
急
逝
し
た
。
同
右
、
三
一
一-

二

頁
。

（
55
） Freude und Arbeit, 1. Jg. H

. 1, S. 62-7.

（
56
） 

野
一
色
の
略
歴
もEbd., S. 62

を
参
照
。

（
57
） 

余
暇
の
効
用
を
労
働
力
の
再
生
に
見
る
点
で
も
、
野
一
色
は
ナ
チ
の
主
張
を
裏
書

き
し
て
い
る
。「
こ
の
よ
う
に
労
働
者
の
余
暇
を
組
織
す
る
こ
と
は
、
賃
金
上
昇

な
し
に
生
活
水
準
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
…
…
だ
が
余
暇
と
休
養

は
ま
た
、
労
働
の
能
率
に
良
い
影
響
を
与
え
る
。
と
い
う
の
も
、『
歓
喜
力
行
団
』

が
意
味
す
る
の
は
ま
さ
に
、
新
た
な
力
を
獲
得
し
、
そ
れ
を
次
の
仕
事
に
創
造
的

に
利
用
す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
」。Ebd.

（
58
） Ebd., S. 64-6.

（
59
） 

磯
村
は
ベ
ル
リ
ン
訪
問
の
土
産
と
し
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
は
紋
付
羽
織
袴
、
バ
イ

エ=

ラ
ト
ゥ
ー
ル
に
は
黄
金
造
り
の
刀
を
も
っ
て
い
っ
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
に
謁
見
し

た
際
の
「
強
烈
な
印
象
」
と
し
て
、
彼
は
「
実
に
温
和
な
感
じ
」
が
し
た
こ
と
と

「
握
っ
た
手
の
冷
た
か
っ
た
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
る
。
磯
村
英
一
『
私
の
昭
和
史
』

中
央
法
規
出
版
、
一
九
八
五
年
、
六
六-

九
頁
。

（
60
） 

ド
イ
ツ
で
の
諸
般
の
調
査
に
よ
り
、
磯
村
は
「
し
だ
い
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
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全
貌
を
知
る
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
前
に
し
て
…
…
第
二

回
世
界
厚
生
大
会
に
非
常
な
る
努
力
を
払
っ
て
い
た
こ
と
」
を
知
っ
た
と
い
う
。

彼
は
と
く
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
と
世
界
厚
生
会
議
の
密
接
な
関
係
に
注
目
し
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
お
い
て
は
「
優
秀
選
手
の
養
成
」
を
め
ざ
し
、
厚
生
会
議

に
お
い
て
は
「
国
民
全
体
の
体
力
強
化
」
を
は
か
る
と
い
う
二
方
針
の
併
用
に
よ

っ
て
、
ド
イ
ツ
が
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
磯
村
、『
厚

生
運
動
概
説
』、
四
六
頁
。

（
61
） 

同
右
、
四
七
頁
。
一
九
三
七
年
五
月
、
磯
村
は
日
本
へ
の
帰
途
、
こ
の
四
点
の
合

意
事
項
を
記
し
た
覚
書
を
も
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
立
ち
寄
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
国

際
評
議
委
員
会
委
員
長
カ
ー
ビ
ー
と
会
談
し
た
。
カ
ー
ビ
ー
は
世
界
厚
生
会
議
を

一
九
四
〇
年
に
日
本
で
開
催
す
る
こ
と
を
熱
望
し
、
で
き
る
か
ぎ
り
の
協
力
を
約

束
し
た
と
い
う
。
同
右
、
四
七-

八
頁
。

（
62
） 

同
右
、
一
頁
。

（
63
） 

日
本
厚
生
協
会
編
『
第
一
回
日
本
厚
生
大
会
報
告
書
』
一
九
三
九
年
、
八
五-

七

頁
。

（
64
） 

磯
村
、『
厚
生
運
動
概
説
』、
四
八-

九
頁
。

（
65
） 

同
右
、
六
一-

二
頁
。「
厚
生
運
動
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
磯
村
は
、
厚
生
運
動

は
す
な
わ
ち
厚
生
省
の
運
動
、
あ
る
い
は
厚
生
省
の
所
管
す
る
事
務
の
全
般
を
包

含
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
っ
て
、
こ
の
言
葉
は

元
来
「
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ん
で
い
た
も
の
を
、
数
次
の
会
合
の
結
果
、

「
厚
生
」
と
名
づ
け
る
に
い
た
っ
た
も
の
で
、
必
ず
し
も
厚
生
省
の
仕
事
と
直
接

の
関
係
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。

（
66
） 

同
右
、
四
九
頁
。
日
本
厚
生
協
会
の
設
立
を
は
じ
め
と
す
る
厚
生
運
動
の
発
展
に

つ
い
て
は
、
主
と
し
て
藤
野
、
前
掲
書
を
参
照
。

（
67
） 

同
右
、
八
一-

二
頁
。
加
盟
団
体
の
リ
ス
ト
は
、
磯
村
、『
厚
生
運
動
概
説
』、

四
九
頁
を
参
照
。

（
68
） 

同
右
、
五
〇
頁
。

（
69
） 

『
第
一
回
日
本
厚
生
大
会
報
告
書
』、
四
－
五
頁
。
保
科
も
ま
た
、
厚
生
運
動
は

「
時
局
下
、
人
的
資
源
拡
充
強
化
の
一
代
国
策
に
応
え
、
い
か
な
る
難
関
を
も
突

破
す
る
に
足
る
強
健
な
国
民
の
体
力
と
、
旺
盛
に
し
て
明
朗
闊
達
な
国
民
の
気
質

と
の
育
成
発
展
を
期
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
た
。
保
科
、
前
掲
書
、

二
三
頁
。

（
70
） 

同
右
、
四
三
頁
、
五
二
頁
。

（
71
） 

同
右
、
一
三
頁
。
詳
し
く
は
、
村
田
と
保
科
の
報
告
を
参
照
。『
第
一
回
日
本

厚
生
大
会
報
告
書
』、
一
七-

三
八
頁
、
保
科
、
前
掲
書
、
二
五-

六
三
頁
。

一
九
三
九
年
一
月
、
政
府
は
ロ
ン
ド
ン
で
開
か
れ
た
国
際
評
議
委
員
会
に
代
表
を

派
遣
し
、
四
〇
年
大
会
の
日
本
開
催
を
正
式
に
辞
退
し
た
。「
倫
敦
ニ
於
ケ
ル
世

界
厚
生
会
議
打
合
ノ
爲
ノ
国
際
顧
問
委
員
会
ニ
代
表
派
遣
方
ノ
件
」、
外
務
省
外

交
史
料
館
、
外
務
省
記
録
「
国
際
会
議
雑
件 

８ 

世
界
厚
生
会
議
」
Ｂ
／
10
／
10

／
０
／
１
。

（
72
） 

第
一
回
日
本
厚
生
大
会
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
藤
野
、
前
掲
書
、
八
三-

六
頁
を

参
照
。

（
73
） 

『
第
一
回
日
本
厚
生
大
会
報
告
書
』、
一
一
頁
。

（
74
） 

同
右
、
一
〇
頁
。

（
75
） 

磯
村
、『
厚
生
運
動
概
説
』、
五
七
頁
。

（
76
） 
興
亜
厚
生
大
会
に
つ
い
て
は
、
藤
野
、
前
掲
書
、
九
六-

一
〇
二
頁
の
ほ
か
、
柳

澤
治
「
ナ
チ
ス
政
策
思
想
と
『
経
済
新
体
制
』―

日
本
経
済
界
の
受
容
」
工
藤

章
・
田
嶋
信
雄
編
『
日
独
関
係
史 

一
八
九
〇-

一
九
四
五 

Ⅲ 

体
制
変
動
の
社
会

的
衝
撃
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
二
九
八-

三
〇
七
頁
を
参
照
。

（
77
） 

興
亜
厚
生
大
会
事
務
局
編
『
興
亜
厚
生
大
会
誌
』
一
九
四
一
年
、
二
〇-

一
頁
。
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招
待
状
を
送
っ
た
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
代
表
が
派
遣
さ
れ
ず
、
参
加
が
予
定
さ
れ
て

い
た
カ
ー
ビ
ー
の
出
席
も
取
り
や
め
と
な
っ
た
。
柳
澤
、
前
掲
論
文
、
二
九
八-

九
頁
。

（
78
） 

『
興
亜
厚
生
大
会
誌
』、
巻
頭
、
八
頁
。

（
79
） 

同
右
、
巻
頭
。

（
80
） 

厚
生
運
動
に
お
い
て
「『
厚
生
』
と
い
う
概
念
に
ま
っ
た
く
統
一
性
が
与
え
ら
れ

て
い
な
い
」
こ
と
は
、
石
川
弘
義
が
つ
と
に
指
摘
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
石
川
、

前
掲
論
文
、
八
九
頁
。
彼
に
よ
れ
ば
、
厚
生
運
動
の
理
論
的
指
導
者
の
間
に
は
、

「
精
神
主
義
的
厚
生
運
動
観
」、「
大
正
期
の
娯
楽
理
論
の
一
典
型
、
娯
楽=

再
創

造
説
の
延
長
」、「
生
産
増
強
及
び
健
民
」
重
視
論
な
ど
の
「『
厚
生
』
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
ち
が
い
」
が
あ
っ
た
。
同
右
、
九
二-

四
頁
。
こ
こ
で
は
と
く
に
ド
イ
ツ

の
模
範
性
を
軸
に
し
て
、
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
81
） 

歓
喜
力
行
団
の
多
面
的
な
性
格
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
りB

uchholz, a. a. 

O
.

を
参
照
。
な
お
、
こ
の
時
代
の
日
本
で
は
、
歓
喜
力
行
団
の
活
動
が
大
き
な

関
心
を
集
め
、
こ
れ
を
紹
介
す
る
書
物
が
い
く
つ
も
出
版
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え

ば
、
近
藤
春
雄
『
ナ
チ
ス
の
厚
生
文
化―

歓
喜
力
行
団
（
Ｋ
・
ｄ
・
Ｆ
）
の
研

究
』
三
省
堂
、
一
九
四
二
年
、
権
田
保
之
助
『
ナ
チ
ス
厚
生
団
（
Ｋ
ｄ
Ｆ
）』
栗

田
書
店
、
一
九
四
二
年
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
歓
喜
力
行
団
が
具
体
的
に
ど
う
紹

介
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

（
82
） 

伍
堂
卓
雄
『
伸
び
ゆ
く
独
逸―

ナ
チ
ス
経
済
の
実
相
を
視
る
』
日
本
評
論
社
、

一
九
三
八
年
、
二
頁
。
伍
堂
は
一
九
三
七
年
秋
か
ら
三
八
年
六
月
ま
で
ド
イ
ツ
を

視
察
し
、
ラ
イ
と
会
見
し
て
強
い
感
銘
を
受
け
た
。
ラ
イ
は
伍
堂
に
次
の
よ
う
に

語
っ
た
と
い
う
。「
あ
な
た
は
今
日
、
わ
が
国
の
ア
ル
バ
イ
ト
・
フ
ロ
ン
ト
の
組

織
に
つ
い
て
お
調
べ
に
な
り
に
来
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
日
本
に
は
何
で
そ
う

い
う
必
要
が
あ
る
の
か
、
日
本
と
い
う
国
は
皇
室
を
中
心
と
し
て
、
事
あ
れ
ば
直

ち
に
全
国
民
が
一
丸
と
な
っ
て
結
成
し
う
る
尊
い
国
民
性
を
も
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
…
…
実
は
自
分
は
、
日
本
の
二
千
六
百
年
記
念
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

に
、
み
ず
か
ら
多
数
の
会
員
を
率
い
て
日
本
へ
参
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
が
、
そ

の
際
に
こ
の
尊
き
日
本
の
国
民
精
神
を
研
究
し
て
み
た
い
。
こ
う
い
う
念
願
を
も

っ
て
い
る
ん
だ
」。『
興
亜
厚
生
大
会
誌
』、
一
二
一
頁
。

（
83
） 

同
右
、
三
四
頁
、
一
一
八
頁
。

（
84
） 

『
第
一
回
日
本
厚
生
大
会
報
告
書
』、
五
四
頁
、
五
七-

八
頁
。

（
85
） 

同
右
、
三
一
頁
、
三
七
頁
。

（
86
） 

磯
村
、『
厚
生
運
動
概
説
』、
二-

三
頁
、
七
頁
。

（
87
） 

同
右
、
二-

三
頁
。
磯
村
に
よ
れ
ば
、
厚
生
運
動
が
「
そ
の
国
情
に
よ
っ
て
異
な

る
こ
と
は
当
然
」
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
運
動
競
技
場
の
普
及
発
達
運
動
」

と
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
「
勤
労
者
の
能
率
増
進
運
動
」
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は

「
緑
地
保
存
運
動
」
と
し
て
、
日
本
で
は
「
東
亜
新
秩
序
建
設
段
階
に
お
け
る
東

亜
民
族
指
導
の
根
本
精
神
の
一
翼
を
な
す
も
の
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
発
達
し
て

い
る
と
い
う
。
同
右
、
三
頁
、
七
頁
。

（
88
） 

『
興
亜
厚
生
大
会
誌
』、
三
七
九
頁
。

（
89
） 

同
右
、
三
七
八
頁
。

（
90
） 

赤
澤
、
前
掲
書
、
二
七
五
頁
。

（
91
） 

『
第
一
回
日
本
厚
生
大
会
報
告
書
』、
四
一
頁
。

（
92
） 

同
右
、
四
一
頁
、
四
七
頁
。
末
弘
は
ま
た
、「
人
間
の
好
み
」
を
尊
重
す
る
と
こ

ろ
に
厚
生
運
動
の
本
質
が
あ
る
と
し
て
、
画
一
的
に
な
り
が
ち
な
政
府
の
指
導
を

批
判
し
て
い
る
。『
興
亜
厚
生
大
会
誌
』、
一
三
七-

八
頁
。

（
93
） 

保
科
、
前
掲
書
、
二
一
頁
。

（
94
） 

『
第
一
回
日
本
厚
生
大
会
報
告
書
』、
六
一-

二
頁
。

（
95
） 

同
右
、
六
四-
五
頁
。
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（
96
） 
『
第
一
回
日
本
厚
生
大
会
報
告
書
』、
九
九
頁
。
民
衆
娯
楽
研
究
家
と
し
て
名
を
馳

せ
て
い
た
権
田
の
こ
う
し
た
発
言
の
背
景
に
は
、
娯
楽
は
「
生
産
の
た
め
の
再
創

造
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
生
活
創
造
の
根
底
」
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
認
識
が

あ
っ
た
。
権
田
保
之
助
「
社
会
生
活
に
お
け
る
娯
楽
の
一
考
察
」『
大
原
社
会
問

題
研
究
所
雑
誌
』
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
二
四
年
、
五
一
頁
。

（
97
） 

権
田
、
前
掲
書
、
一
頁
。

（
98
） 

赤
澤
、
前
掲
書
、
二
七
六
頁
。

（
99
） 

保
科
、
前
掲
書
、
九
九
頁
。

（
100
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
石
川
は
、
厚
生
運
動
の
理
論
的
指
導
者
た
ち
の
「
基
本
的
に
は

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
創
出
し
た
娯
楽
に
よ
る
社
会
心
理
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
政
策
の

ひ
き
う
つ
し
に
も
似
た
娯
楽
理
論
」
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も

一
面
的
な
と
ら
え
方
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
の
厚
生
運
動
は
、
ド
イ
ツ
の
模

倣
に
徹
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
日
本
独
自
の
方
向
を
模
索
し
た
ま
ま
終
焉
を
迎
え

た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
石
川
弘
義
「
娯
楽
問
題
の
源
流
」
石
川
弘
義
編
『
娯

楽
の
戦
前
史
』
東
京
書
籍
、
一
九
八
一
年
、
一
九-

二
〇
頁
。

（
101
） 

北
山
、
前
掲
書
、
三
九
〇
頁
。（

た
の　

だ
い
す
け
・
大
阪
経
済
大
学
准
教
授
）




